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第一章

身代わりの政略結婚











　薄暗い雨の中、黒いフード付きコートを着せられた少女は馬車に押し込まれた。転びそうになり、先に乗っていた侍女に少女は抱きとめられる。

「城を出るまでフードをとっちゃダメよ」

　少女を押し込んだのは姉のユウリである。二人は双子で、この国の姫だ。

　今日は妹姫が隣国へ嫁ぐ日。

　乱雑に押し込んだ姉のユウリは、心配そうな表情で妹に詰め寄った。

「いいこと、アノ。今日からあなたがユウリだからね。バレないように気を付けて」

「わかっているわ、お姉さま。今までありがとう。感謝しきれないわ」

「いいのよ。それよりごめんなさい。結果的に塔から出るきっかけになったとはいえ、私の身代わりにするだなんて……」

「気になさらないで。お姉さまは、なにも悪くないわ。……どうか、お体に気を付けて」

　妹姫アノは優しくほほ笑み自ら扉を閉めた。しばらくすると馬車が動きだす。自分の国から隠れ逃げるように、暗い雨の日に嫁いでいった。




　色とりどりのステンドグラスに光が差し込み、鮮やかな影を作っている。

　アノはそれに視線を奪われ、国を出た日のことを思い出していた。

「――誓いますか？」

「え……」

　突然司祭長の言葉が耳に入り、気持ちが現実に戻された。戸惑いの声を上げてしまい、不審な視線を向けられる。

（いけない。式の途中だったのに……。集中しないと）

「誓います」

「よろしい。では、誓いの口づけを」

　淡々と司祭長に告げられ、アノは横に並ぶ新郎に向き直った。

　ベールに手をかけられ、ゆっくりと持ち上げられると夫となる男と目があった。

「はい」

　男の静かな声が響く。

　白に近い金髪、切れ長の青い瞳は氷のように冷たい。その瞳は、嫁となるアノにほほ笑むことすらしない。

（この人が、今日から私の主人なのね）

　ハイド・アルベルト。

　急死した前国王の跡を継いだ二十五歳の若き王。

　嫁ぐために国を訪れ初めて彼の顔を見たとき、美しい人だと思った。どんな人なのだろうとアノは興味を持ったが、ハイドは事務的に挨拶をすると忙しそうに去っていってしまった。

　アノは男性をよく知らない。

　それでも彼が失礼で、冷たい男だということはよくわかった。

　よく知らない男に、アノは目をつむる。

　背の高い男は、小柄なアノに口づけをするために少しかがむと、触れる程度のキスをした。教会に拍手が鳴り響く。

　アノが目を開けると男は、来場した人々に手を振っていた。アノには向けられなかった、作られた笑顔を向けて。




　式が終わり、あてがわれた自室に戻ると侍女のキャロルに「少し疲れたから一人にしてほしい」と告げた。

　ドレッサーの前に座る。

　グレーの髪はきれいに編み込まれ、白い花が差し込まれている。シルクで作られたシンプルなウェディングドレスはアノが今まで見た衣服の中で一番美しい。

（結婚式、言いよどんでしまったわ。司祭長さまには不審に思われたかしら……）

　ふと、男の無表情を思い出す。

（でも、きっと大丈夫よね。だって、あの人、眉一つ動かさなかったもの）

　アノが鏡を見つめると、自分とよく似た双子の姉のことを思い出した。

　強気な姉と、弱気な妹。二人は姫である。

　アノの生まれた国では、双子は忌み子とされていた。同じ顔、同じように話す双子は厄災をもたらす。

　第一子が娘というだけでも落胆したが双子だと知り、国王は怒り、妹姫に名前も付けず離れの塔に乳母を付けて追いやった。

　双子の姫が生まれたと知るのは一部の王族のみ。名前もない妹姫をみんな口々に『アレ』や『アノ子』と呼んだ。勘違いした当時乳母のキャロルが、それを名前だと思いこみ『アノ』と呼び始めたのだ。

　離れの塔で育ったといっても、施錠されることなく、十歳までは庭を散策したり、図書室へいったりしていた。

　しかし、ある日、国王に見つかるときつく叱られ、塔の一番上の部屋に数日幽閉された。

　そこはカビ臭く、小さな鉄格子の窓があるだけ。夜になると真っ暗で、アノは一晩中泣き続けることになった。折檻されるたび、彼女は覇気を失っていき、暗闇を恐れるようになった。

　その一方で、姉姫のユウリは天真爛漫に育ち、望めば望むだけドレスも菓子も与えられた。年頃になれば、夜会へ出かけ気に入った男に声をかけ、派手に暮らしていた。

　二人は双子で、顔の造形はよく似ているが、まったく違う人物に見える。

　グレーの長い髪、ウェーブした毛先、真珠のように白く輝く肌にエメラルドのような緑の瞳。妹のアノは猫背で自分に自信がなく、笑わない。姉のユウリは、はっきりとものを言い、目にも強い意志が感じられる。

　アノは塔で一生を過ごし、ユウリは姫として華々しく生活していくものだと当人たちも思っていた。

　しかし、国の財政が傾き始めていた。

　派手な生活をしていたのはユウリだけではない。国王や后も贅沢三昧で、気が付いたときにはすでに遅かった。

　そこで国王は隣国に姫を嫁がせることで現状を打破しようとした。交友関係を深めることにより、貿易をさらに活発にしようとしたのだ。隣国もまた、政略結婚に承諾した。

　ユウリも国の現状を理解し、渋々隣国の王へ会いにいったのだが……。

　帰ってきたユウリは謁見の間で憤慨しながら国王に訴えた。

「私、あんな人と結婚するだなんて納得できません。辛気くさい顔の人と一生を共にするなんて……。私は結婚する相手は自分で選びたいのです！」

　あまりにもわがままな申し出に、国王は困ってしまったが、ユウリは続けて話し始める。

「嫁ぐ姫なら、アノでもいいのではないですか？　厄介者もいなくなって一石二鳥でしょう？」

「しかし、アレはずっと日の当たらない者だ。知識も教養もない。せっかく交渉がうまく運んでいるのに、台無しにされては困る」

「それなら、私がアノを教育しましょう。そして、アノを私として送り出すのです」

「ほう。アノをユウリとして？」

　国王は興味深そうに聞き入り、自らの白いあごひげを撫でた。

「そうです。それなら隣国との交渉に問題もないでしょう。隣国だって、后がほしいだけなのですから。お父さまにはアノを教育するために結婚を延期してくださるだけでよいのです。あとは私が責任を持ってアノを教育いたしますわ。そうですね……一年ほどお時間をいただければ」

「それくらいならかまわんが……」

　国王もまた、政略にかわいい娘のユウリを差しだすのは惜しいと思っていた。それにアノを追い出せることにも魅力を感じたのだ。

　こうして、アノは薄暗い塔から離れの屋敷へ移動して、ユウリや専門の教師により指導されることとなった。

　アノはことのあらましを包み隠さず話されても怒ることはなかった。ただ話を聞き終わると、姉に対して小さく「わかりました」と言って頷いた。

　それから一年間、アノは『ユウリ』になるべく知識と教養を身につけ、隣国ハルネシアへと嫁いだのだ。

　姉のユウリはというと、出ていった姫が城にいては怪しまれるということで、遠縁の令嬢に成り代わり、好意を寄せる高位貴族と縁を結んだと聞かされた。

　塔に隔離されていた時、アノに話しかけてくれるのは、乳母のキャロルとユウリだけであった。ユウリは、日に何度も塔に訪れ、愚痴やおもしろい話を聞かせてくれた。自分の菓子をハンカチに包み、持ってきてくれることもあった。いつだったか、アノはユウリに「どうして優しくしてくれるのか」聞いたことがある。母親である后さえも、アノのことを見ないようにしているからだ。

　するとユウリは屈託なく笑った。

「だって私たち姉妹だもの」

　理屈などないように言うユウリに、心の底からアノは尊敬した。

　アノにとって、ユウリの存在は眩しかった。

　なんの憂いもなく太陽の下を歩くユウリに憧れていた。成り代わりたいだとか、恨めしいなんて思ったことはない。

（私きっと、お姉さまにはかなわないわ）

　話を聞かせてくれた後、帰っていくユウリの背中を小さな窓から眺めることがアノにとっての日常だった。

　だからこそ、ユウリに「お願いがあるの」と初めて頭を下げられたとき「できることがあるなら、なんだってしよう」と思ったのだ。




　夕食を一人ですませ、入浴の後、寝室へ案内された。

　扉の前で、メイド長が立ち止まる。

「国王さまから、部屋で待てと仰せつかっております」

「そう、ですか」

　アノはなるべく表情を変えず、そう言ったが内心モヤモヤしていた。

　式を終えてから、一度も主人であるハイドと顔を合わせていないのだ。

（やっぱり、式でまごついてしまったのがいけなかったのかしら）

　昼間の式を思い出すと、胃がキュッと痛くなる。

　服の上からみぞおちを撫でていると、表情の読めないメイド長が寝室の扉を開けた。

　夫婦の寝室は広く、質素だった。

　少しオレンジがかった暖かみのある照明、壁はアイボリーで、床にはモスグリーンのカーペットが敷かれている。家具は塗装のないものが主だ。全体的に暖かな印象の部屋だった。

「それでは、私は失礼いたします。なにかあればなんなりとお申し付けください」

「ありがとう」

　礼を言うと、無愛想なメイドは出ていってしまった。

　部屋に一人きりになったアノは、寝室を改めて見渡す。

　視線に入ったベッドに、ほんの少し息が止まった。

　天蓋付きのキングサイズのベッドだ。シーツには皺一つない。

（夫婦の寝室……ですものね）

　入浴後のアノが着ているのもゆったりしたナイトドレスだ。

　今になってメイドに言付けされた『待て』の意味がわかった。

　二人は今日から夫婦で、主人ハイドは国王なのだ。后となったアノに求められているものは世継ぎである。

　ユウリに頭を下げられ、身代わりの話を受けてから一年。まるで駆け足のような日々だった。寝る間も惜しんでユウリの代わりになるために学んだ。

　今まで塔の小さな窓からボーッと外を見ていただけの日々が一変してあわただしくなった。

　休む間もなく走り続けて、気が付いたら結婚式を終え、寝室で待たされている。

（私、本当に、結婚してしまったのね）

　皺のないベッドに腰を下ろすのは気が引けて、ソファに座り込むと突然体が重くなった。そこで初めて、今まで体がこわばっていたことに気付く。肘掛けに体をあずけ、目をつむった。

　ふと、ユウリからいつも聞かされていた恋の話を思い出す。

　物怖じしないユウリは、気になった男性に身分を明かさず声をかけ、いくつもの燃えるような恋をしたそうだ。それを聞き、アノは恋に憧れていた。

　心を通わせ、手を繋ぎ、キスをする。愛をささやき、会えない夜は相手を想ってもどかしい時間を過ごすのだと。

（あれが……初めてのキスだったのに）

　結婚式を思い出し、自らの唇を人差し指で撫でる。

（ぜんぜん、ドキドキしなかった……）

　肘掛けにもたれかかったまま、アノは疲れから眠ってしまった。




「自己中心的だと噂には聞いていたが、これほどまでとは」

　眠っているアノの頭の中に、冷たい声が響く。

　居心地が悪く、眉を寄せた。

「う……うう……」

　薄く目を開けると、光が入り、視界がぼやける。

　何度か瞬きをすると、主人であるハイドがジッとこちらを見ているのがわかった。

　いつまにかソファの肘掛けを枕にして横になっていたアノは、ハイドに寝顔をのぞき込まれていたようだ。

「起きたか」

　色素の薄い唇が動く。

　アノは目を見開き、一瞬固まると、身をもたげた。

「す、すみません……。待てと言われたのに」

　その言葉に、ハイドのほうが驚いたようだ。それを見てハッとする。

（お姉さまならきっと謝らない。むしろ今まで放って置かれたことにたいして、悪態の一つや二つ口にするはず……）

　そう思うと失敗してしまったという焦りから、いやな汗がふきだしてきた。

「いや、こちらこそ起こしてすまない。ソファで寝ては体も休まらないだろう。ベッドへ」

「……え、ええ」

　言われた通りにソファから下りると、ハイドに引き寄せられた。軽く抱き寄せられ、ときめきよりも驚きで胸が飛び跳ねる。

「ずいぶん、しおらしいんだな」

　耳元でささやかれた言葉は、低く脳にこびりつくようだ。

「えっ……」

　アノが顔を上げると、美しい顔がすぐそばにあった。

　サファイアのようなブルーのきらめく瞳は、アノを見据えて静かに輝いている。見つめていると吸い込まれてしまいそうだ。

「式でも、心ここにあらずだったな。そんなに結婚がいやだったか」

「そ、そんなこと、ないわ！」

　次は姉を意識して、少し語尾を強くする。

「じゃあ、君は望んで快く結婚したわけか？」

「それは……」

　即答できなかった。

　頭の中の姉ならこんなとき、はっきり言うだろうと思ったからだ。

『当たり前でしょう？　式当日の夕食を一人にさせる主人がよくそんなことを言いますわね？』

　こんなことを言おうものなら、口論になるだろう。

　戸惑うアノに、ハイドは溜め息を漏らして肩を落とした。

「悪いな。政略結婚にそんなことを聞くほうがどうかしている」

　そう言うとハイドはアノの腰に腕を回すとそのままひょいと抱き上げた。アノの視線が一気に高くなり、慌ててハイドにしがみつく。

「お互いもっと割り切った夫婦生活にしよう」

　そのままハイドはベッドへ向かい、ゆっくりとアノを下ろす。スプリングが、ギシリと音を立てた。

「俺は世継ぎがほしい」

　真剣なハイドの表情に、生まれて初めてアノの心が淡く痛む。

　ハイドの薄い唇が動き、その様子に視線は釘付けになった。

「だが俺は、ユウリの心を縛るつもりはない。別に俺以外の誰を愛そうが気にしない。金も問題のない範囲であれば好きに使えばいい。だが、国民の目がある。愛人を作るならバレないようにしてくれ」

　それを聞いて、アノは落胆した。

（割り切った夫婦生活……）

　本当の姉なら喜んだかもしれないと思う。

「なんだ？　なにか不満か？」

　怪訝そうな表情をするハイドに、アノは首を振った。

「いいえ。お心遣い感謝いたします」

「そうか。それならさっそく始めようか」

　ハイドもベッドに片膝を置くと、アノの肩に触れて後ろへゆっくりと倒した。

　いきなり視界が天蓋に変わり、なにが起こったのかわからず、アノは瞬きを繰り返した。するとハイドがアノに覆い被さり、顔が近づいてくる。

　突然のことだが、アノの頭の中は妙に冷静だった。

（あ、二度目のキスだわ……）

　そんなふうに思えるほど、なぜか余裕があった。

　式では触れたかもわからないほど、かすかなキスであったが、今は違う。

　先ほどジッと見つめた薄い唇が、アノの桜色の小さな唇に押しつけられていた。

　人生二度目の長いキスに戸惑い、アノがほんの少し口を開いた。そこにハイドの舌がねじ込まれる。

「んっ……」

　思わず、アノの体が驚きでビクリと跳ねた。

　しかし、ハイドの大きな体に押さえつけられるように覆い被さられ、それは小さな抵抗にしかならない。

　口内に忍び寄る舌は、歯の列をていねいに撫であげられる。時折、舌と舌が触れあうとその柔らかさに戸惑った。

　初めての感覚にアノは体を小刻みに震わせ、ハイドのなすがままになっていく。ざらりとした舌が、口内の上部を這うとアノ自身聞いたことのない甘い声が漏れてしまった。

「ぁ……んっ……」

（こういうキスがあるだなんて……知らない……）

　長い長いキスを終え、彼が離れるころにはアノは宙を見つめ、浅く何度も呼吸を繰り返していた。瞳は潤み、顔から肩まで真っ赤に染まる。

　初めての舌を絡めるキスに、なにも考えることができずに困惑していた。

（き、気持ちがよかった……。どうして、なぜ……私、この人のことぜんぜん知らないのに、好きでもないのに……ゆっくりと話したことすらないのに……。気持ちよくて、泣いてしまいそうなほど胸がドキドキして……。優しくて情熱的なキスに、愛されているんじゃないかって錯覚してしまう）

　ハイドがアノから少し離れ、背を向けて衣服を脱ぎ捨てていく。

　広い肩、山のように連なる背骨。背中からでもわかる鍛え上げられた肉体に、たくましい腕。それはアノにとって初めて見る異性の裸体だった。

（きれいな人……。まるで絵画のように美しいわ。それになんだか見つめているとドキドキする）

　振り向いた彼は、こちらへ再び近づいてくる。

　割れた腹筋をボウッと眺めていると、ハイドの手がアノのナイトドレスにかかった。リボンをほどくと簡単に前が開き、白い肌が露わになる。

「ひゃ……」

　慌てて、前を隠すアノに怪訝な表情をする。

「いやか？」

「い、いやではありません。驚いただけです」

　すぐに隠すのをやめ、両手を体の横にやった。恥ずかしさから顔を背ける。

「どうぞ。続きを……」

　震える声で言った。それがアノにとって精一杯の強がりであった。

　姉に似せるという配慮なんて、できない。そんな余裕はなかった。

　もちろん、嫁ぐ際に夜の営みについてもユウリ自身からレクチャーを受けている。

　しかし、どれも抽象的で、本を使っての説明も受けたが、アノはよく理解していなかった。体の部位を問われれば答えることはできるだろう。子どもを身ごもる方法や、構造も答えることができる。

　しかし、肝心な実技などできるわけがなく、なにもかもが初めてであった。

　だから、アノは知らなかった。

　首筋を這う舌が気持ちいいことや、異性の指が体を撫でるだけで下腹部が快感で熱をおびていることも。太ももを寄せると、自分でもわかるほど秘部は潤んでいた。

　ハイドが首筋にキスをする。

「どうぞ、と身を差しだしてくれるのはうれしいが、残念なことに俺は君を喜ばせるほどのテクニックなど持ち合わせていない。痛かったり、つらかったりしたら気兼ねなく言ってくれ。世継ぎはほしいが、この行為が苦痛に感じては困るからな」

　アノはどうしていいかわからず戸惑いながらも頷いて、返事をした。

　今のところ、痛くもつらくもない。

（気遣ってくれるのね。これならなんとか終えられそうだわ）

　不安ながらも心に余裕ができたアノであったが、ハイドの手が内ももを撫で、そのまま秘部に触れられると、体がびくんと跳ねた。

　一瞬、体に静電気のような電流が走り、アノは体をこわばらせる。

（な、なに……さっきの……）

「大丈夫か？」

　すぐに手を引っ込め、アノに心配するような表情を向ける。

（今の感覚はなんだったのかしら。……それより、あまり慣れていないことがバレると疑われかねないわ。式でのことも怪しまれているし、なんとか姉になりきらないと）

「大丈夫です。こんなことくらい、なんでもありません」

　強気に言うと、ハイドは納得したようだ。

「そうか、それならいい」

　もう一度、彼の指が秘部に触れる。

　アノは唇をギュッと結び、慣れない不思議な感覚に耐えた。

　つぷり、と指が中へ入ってくると驚きで腰を引いてしまったが、なんでもない素振りをした。代わりにシーツを握りしめる。

　潤んだ内部に進入する指は、膣壁をほぐすようにうねうねと動く。

　それ自体に快感も痛みもないが、違和感に顔をしかめた。

　今日初めてあった男性の前で裸体になり、足を開き、秘部を凝視されているということがたまらなく恥ずかしい。おまけに、お互い会話もないため、秘部に指を抜き差しする水音だけが響いている。

「そろそろいいか」

　ハイドの独り言が聞こえた後、指が引き抜かれる。

　異物がなくなったことによる開放感と、妙なけだるさが腹に残った。

（終わったの……かしら）

　けだるさから目をつむり、深く呼吸をする。

　本には精液というものが膣に入り、子を授かるとあった。アノ自身、なにかが足りないような気もしていたが、経験もないためこういうものなのだろうと思うことにした。

（なんだ……案外簡単なことなのね）

　顔を手で隠し、ほほ笑む。

　ハイドがほしいのは子どもと、隣国の姫『ユウリ』という肩書きの后がだけなのだ。

　アノだって、身代わりとはいえ嫁ぐと聞いたときに、まだ見ぬ主人に夢を見ていた。

　もしかしたら、愛し、愛されるかもしれない。

　ユウリがいつも楽しそうに話すように、自分だって燃えるような恋ができるのかもしれないと、内心思っていた。

　しかし、現実は違う。彼は『割り切った』夫婦生活を求めているのだ。

（願ったり叶ったりじゃない……。深くかかわらないのなら、身代わりだとバレるリスクも減るんだから……）

　思いとは裏腹に、胸の奥は悲しみで溢れていく。今まで感じていた誰にも必要とされない寂しさとは違ったむなしさがアノを襲った。

「大丈夫か？」

　ふと、ハイドに声をかけられ、アノは慌ててにじんでいた涙を拭う。

「平気です」

「そうか、よかった。ならば、あと少し我慢してくれ」

　彼はそう言うとアノの腰を掴み、引き寄せた。

「え……？」

　思わずへんな声が漏れたが、秘部になにかが押し当てられ納得した。

（……さっきのが終わりじゃないのね）

　もう一度指が入れられるものだと思い、アノは体の力を抜く。

　しかし、秘部に押し当てられたそれが入り込む痛みで、指ではないことがわかった。

「いっ……」

　腰を引き、上体を起こす。

　異変に気付いたハイドが、心配そうにアノを見つめていた。

「痛いのか？」

　そのとき、ハイドの下腹部にある陰茎を見てしまった。

　本で見た図とは違う、本物を見て、アノは一瞬気が遠くなる。

　そうしてようやく、性行為の繋がりの意味を理解したのだ。

（おそらく、アレが私に入って精液を……膣に……。こ、怖い……。だけど、ここで引き下がるわけにはいかないわ）

　本の知識を正しく理解できていなかったのは、それほど問題ではなかった。

　それよりも先ほどアノの秘部に入った指よりも、陰茎が太く、長いことが気がかりなのだ。

　しかし、いまさら怖いなどと駄々をこねることもできない。

　ましてや、拒否をしてなにか疑われることのほうが怖かった。

「大丈夫です。なにも問題ありません」

　陰茎に視線が釘付けになりながらも、アノは覚悟を決め、もう一度ベッドへ横になった。

　だが、その覚悟もすぐに打ち砕かれる。

　再び陰茎が秘部にあてがわれ、押し進められると、肉を裂くような痛みが走った。

　体中からいやな汗が滲み出て、腰を引いてしまいそうになるのを必死で抑える。

「うっ……うう……っ」

　何度も悲痛の叫びを飲み込み、唇を噛んだ。

　しかし、涙は抑えることができず、ボロボロと頬を流れ落ちた。

「だ、大丈夫か？　やめようか？」

　その様子に、彼が腰を引こうとすると慌ててその手を握った。

「わ、私は大丈夫です。さあ、続きを……」

　鼻をすすりながら、口調だけでも強く言う。

　彼はたじろぎながらも、頷いた。

「そこまで言うなら……」

　ハイドはもう一度アノの腰を掴むと、ゆっくりと押し進め、硬い陰茎は膣肉をかき分けていく。そのたびに、裂けるような痛みに顔を歪める。

「全部入ったぞ……」

　彼が動きを止め、その言葉を聞いたときアノは息も絶え絶えにようやく終わるのかと思った。

「それで、動いても大丈夫だろうか？」

　彼の続けられた言葉に、青ざめる。

（まだ……続くの……？）

　涙ながらに首を縦に振った。

　結局彼が尽きるまで、苦痛が終わることはなかった。陰茎が抜き差しされるたび、すりむいたところを擦るような痛みが続く。腰の動きが速くなり、彼が小さくうめいた後、陰茎が引き抜かれてようやく終わったことを知った。

　そのころにはもう、疲れ、体の節々が痛み、涙さえも乾いた。

　子作りだけが『ユウリ』に課せられたただ一つの仕事であるが、もうすでにアノの心は折れそうであった。

　窓の外には光が差し込み、アノは疲れから目を閉じ、気を失うように眠りについた。




　アノは翌日も、ハイドに体を求められ、献身的に応じた。

　初夜ほど痛みは少なかったが、快感はなく、つらいだけだ。

　覚悟して嫁いだはずのアノであったが、すでに心が折れかかっていた。

（世継ぎを授かるまで続くのね……）

　ただ、二回目ともあり、意識を失うことはなかった。終わった後、ベッドに横たわるアノに濡らした布を持ってハイドが近づいてきた。

　そのままアノの体をていねいに拭ってくれる。

（昨日も、こうしてくれたのかしら……）

　腫れ物に触るように拭う姿に、アノはほんの少しだけ彼への警戒を解いた。

（こんなふうに触れてくれるのは、今までキャロルくらいだわ。なんだか不思議な感じ……。悪い人ではないのかもしれないわ）

　アノの視線に気付き、ハイドが手を止める。

「ほかに気持ち悪いところはないか？」

「だ、大丈夫です。ありがとうございます」

「そうか、それならいい。もう……寝よう」

　ハイドは脱いだ衣服を着直すと、ベッドへ戻ってきて背を向けて横になった。

　アノも一度脱がされた服をかき集め、着直す。

「つらくはないか？」

　声をかけられ、アノはリボンを結ぶ手を止めた。

　何度も何度も、ハイドはアノを気遣う。ぶっきらぼうで、にこりとも笑わないが、気にかけてくれるのだ。

（やっぱり、悪い人じゃないのかもしれない。いい人かはわからないけれど……。それに、世継ぎを授かるためのこの行為だって、この方にとっても本望じゃないのかもしれないわ。すべては国のため……。私も……）

「……平気です」

　震えていたが、しっかりと答えた。

　折れかかった心をなんとかつなぎ止める。

「すみません、眠るときに明かりをつけたままでもよろしいですか？　小さなランプの光でかまいませんので……。暗闇が怖いのです」

「かまわない。誰にだって怖いものはあるだろう」

　ハイドの背に話しかけると、ぶっきらぼうに返事をされた。

　アノは胸をなで下ろし、ハイドに背を向けて横になる。

　自分にとって敵ではないのかもしれないと思うだけで、少し気持ちが軽くなる。子どもを授かるという行為自体は、つらく、痛みはあるが、ハイドに不満があるわけではなかった。

　背中から、ほんのりハイドの体温を感じる。静かな部屋に寝息が聞こえると、不思議とアノも眠くなっていった。

（なんだか……不思議な感じ。どうして安心するのかしら……）

　誰かと触れあったことのないアノにとって、人がそばにいるという感覚が、どこかくすぐったい。目をつむり、ハイドの寝息に集中していると簡単に眠りへ落ちていってしまった。




　目が覚めたとき、アノは暗闇の中にいた。目だけであたりを見渡しても明かりが見つからない。近くにあったはずの温もりも消えていた。

「えっ……あっ、あっ……」

　急に呼吸が苦しくなる。荒く息をして、胸元を押さえた。

「こ……怖い……ここは、どこ……」

　震える声で、アノは呟いていた。

　暗闇に怯え、起き上がることもできない。

　昨日の結婚式でさえ、妄想なのではないかと思ってしまう。今もなお、あの薄暗い塔にいるのではないかと……。

　体をこわばらせていると、扉がゆっくりと開いた。

　少し開いたドアの隙間から光が漏れる。

（誰……？）

　目を凝らしたが、光でよく見えないでいた。

「すまない。喉が渇いて厨房へいっていた。起こしたか？」

　聞き覚えのある声だった。

　目を細めて見ると、ランプを持ったハイドが心配そうにアノを眺めていた。

　見覚えのある顔に、心底ホッとしたアノは起き上がり、ベッドから下りると抱きついた。ハイドが着ている青いガウンは触り心地がよく、アノの気持ちを少し落ち着かせる。

「おい、どうしたんだ……」

　ハイドに指摘され、これは『ユウリ』らしい行動ではないと思い、パッと手を離して後ずさった。

「なんでもありません」

　言葉で取り繕っても遅い。

　ハイドは疑うような視線を、アノへ向けていた。だが、溜め息をつくと肩を落とす。

「なんでもないようには見えない。すごい汗だぞ」

　そのまま優しい手つきで、アノの髪に触れた。

　アノが答えないでいると、ハイドはそのままベッドへと足を進めた。

「ああ、ランプの油が切れて暗かったから怯えていたのか……。すまない。気付かなかった」

「いえ、私のほうこそ、お見苦しいところをお見せしました」

　なんとか平静を装うが、心臓はまだ痛いほど鳴っている。不安でいっぱいなアノは、ゆっくりとハイドに近づき、未だ視線をランプに向けている彼に抱きついてしまった。

「それほど怖かったのか。すぐに油を足してやろう」

「ありがとうございます……」

　アノの心の中は不安定になっていく。ユウリを演じなければいけないが、今はその余裕もない。

（しっかりしなくちゃいけないのに……）

　心の中でわかっていても、抱きしめる手を離すことができなかった。

「ユウリ、一度手を離してくれないと危ない」

「……すみません」

　離れると、途端に不安になっていく。

　ハイドの手によって再びランプに明かりが点ったが、先ほどのように安堵することはない。

「ベッドへ戻るぞ」

　アノの顔も見ないまま、ハイドはベッドに入った。アノもそれに続き入り、背を向けるハイドの腕に触れる。

「どうかしたのか？」

　答えないアノに、ハイドは寝返りをうち、向き直る。

「俺は男女の色恋には疎い。それは誘っているということか？」

　ハイドが真面目に言い、アノは内心それでもいいと思った。まだ、暗闇の怖さで胸の奥が落ち着かなかったからだ。痛みで恐怖がまぎれるなら好都合だった。

（どうせ……世継ぎを授かるまで続けなくてはいけないのだし）

　自暴自棄になり、アノはハイドに頷いてみせた。

　ハイドはもう一度ベッドから起き上がり、キスをする。夜着のリボンをほどき、アノを裸にした。抱きしめられながら、アノは内側を探るような深いキスを受け入れた。

　ハイドを誘ったアノであったが、唇を重ねると少し不安が和らいだ。

（やっぱり……キスは気持ちがいい……）

　触れられ、体温を感じると先ほどまで暗闇で怯えていたことが嘘のようだ。ハイドのキスに応えるように舌を絡ませると次第に甘い声が溢れ、体温が上がっていく。

　キスを終えると、ハイドはアノを見つめた。

「昨日の結婚式はたくさんの人に祝ってもらえてよかったな。天候も出会った日のように晴れてよかった」

　突然の雑談と、かすかなほほ笑みにアノは戸惑った。

　だが、普段人と話す機会がないため、あまり深く考えず頷いた。

「そうですね。たしかに晴れてよかったです」

　アノを見つめるハイドの瞳が揺れる。そのまま無言でアノから離れ、座った。

　その様子に、アノも困惑した。なぜ、そのように距離を置かれたのか理解できなかったからだ。

「あ、あの……？　いかがなさいましたか……？」

「お前は……いったい、誰なんだ」

　ハイドの震えた声に、アノは怯えた。

（失敗した……？　なにを、どこで……？　い、いいえ、きっと大丈夫。だって、お姉さまと私はうり二つですもの。どのような事柄でも言い間違えた、忘れたで修正できるはず。大丈夫、大丈夫……）

　冷や汗を流しながら、頭の中では必死に自分を落ち着かせようとしていた。

　ハイドに笑顔を作り、にじりよる。

「誰なんて、ひどい。あなたの妻ではありませんか」

「いいや、違う。お前はユウリではない」

　ハイドはアノから逃れるように身を引いた。

　違うと断言され、それでもなんとか訂正しようとひきつる笑顔でアノは話しかける。

「なぜ、そのように思うのですか？　私だって人間です。なにか言い間違えてしまったのかもしれません」

「言い間違える？　そんなはずがない。初めて会った日は、ひどい雨だった」

「そう、そうでしたわね。忘れておりました。でも、毎日の天気を覚えるなんて普通はできませんわ。三日前の天気すら覚えているか怪しいでしょう？」

　ね？　とほほ笑んでみたがハイドは納得していないようだ。

「いいや……忘れるわけがない。君は言ったんだ『大嫌いな雨の日に、あなたのような辛気くさい顔は見たくないわ』って、それすらも忘れたというのか？」

「そ、それは……」

　もう言い逃れはできないと悟ったとき、目から涙がこぼれ落ちた。

（おしまいだわ……。国も、お姉さまも、一緒に付いてきてくれたキャロルも……。私のせいで……）

　泣き顔を見られたくなくて、慌ててうつむいた。

　体は先ほどの熱が嘘のように冷たくなっていく。

　しかし、震えるその肩にガウンがかけられた。

　アノが驚き、顔を上げると心配そうな表情でハイドが見つめていた。

「別に悪いようにはしない。真実を知りたいだけだ」

　少しだけ、口の端が緩んで笑っているように見えた。それがアノを落ち着かせようとするハイドの気遣いであるとわかる。

　アノは涙を拭いながら、深く息を吸い込み、呼吸を整えた。

「わ……私は……妹の……アノです」

　ハイドが息を呑んだ。

「妹がいるなんて聞いていない。それに、容姿もそっくりじゃないか」

「双子なのです……。私の国で双子は、不吉な存在として忌み嫌われてきました。ですので、公表されずひっそりと育てられていたので、知らないのも無理はないと思います」

　アノはことのあらましをかいつまんで説明した。

　はじめはいつも通り無表情で聞いていたハイドであったが、次第に眉間の皺が深くなっていく。

　今まで離れの塔で育ち、折檻により暗闇が怖くなってしまったこと。ユウリと国王に、身代わりを命じられたこと。そして最後に深々と頭を下げた。

「どうか……私をユウリとしてこのまま后でいさせてください。世継ぎも必ず産みます。ハイドさまをだました罪は、一生私が償いますから……」

　頭を下げたままのアノの肩にハイドが触れた。

　許されないかもしれない。もし許されたとしても、今まで以上にひどく抱かれるかもしれない。アノの頭は恐怖でいっぱいになった。

「顔を上げなさい。アノ姫」

「え……」

　とっさに、顔を上げた。

（私の、名前……）

　目の前にあったのは、優しさに満ちあふれたハイドのほほ笑みだった。青い瞳が細められている。

　見惚れていると、ハイドの手は開かれたガウンに触れ、はだけた胸元を紐でほどけないように結ばれた。ガウンの裏地はボアになっており、肌に密着すると温かい。

「事情はどうあれ、君が后に変わりはない。この国では双子の迷信もないしな。……それよりも、知らなかったとはいえ、ひどい抱き方をした。やはり、初めてだったのだな」

「え……ええっと……」

　指摘されて顔を真っ赤にするアノに、ハイドは優しい声色で結婚式からずっと疑っていたと伝えた。

　初めて出会ったとき、不躾な物言いをしたユウリを見て、ハイドはこの結婚の話は流れると思っていた。

　しかし、延期にはなったものの、縁談がなくなることはなかった。

　本来、ハイドにとっても結婚は乗り気のしない話であったが、国にとって世継ぎは必要だ。

　しかし、ユウリのことを調査すると恋愛関係が派手だとわかり、ハイドは結婚を決意したという。公に問題にもなっていないことから、身元はしっかりと隠し、遊び上手なのだろうと判断したからだ。

　ハイドは色恋に興味がなく、特に異性にべたべたされることを嫌った。自分のことを嫌うユウリは都合がよかったのだ。

　しかし嫁ぎにきたユウリは、性格が変わったようにしおらしい。

　時折、強がる口調になるが、どこか頼りない。

　女性とはそんなものかと思っていたハイドの疑惑が強くなったのは初夜のことだ。

　遊んでいると聞いていたユウリだが、実際に体を重ねると苦痛に眉を寄せ、最後には気絶してしまった。それから、ずっと疑っていたとハイドは言った。

「もとより、愛のある結婚など望んでいなかった。世継ぎさえ授かればそれでよかった。お互い同意見のものだと思っていたが、こんな考え方の俺ではユウリ――いや、ユウリ姫に逃げられても仕方がないな。……それよりも、アノ姫を巻き込んでしまったことが心苦しい。疑っていたとはいえ女性の心を傷つけてしまった。本当に、すまない。このことは、なにかでしっかり償いたい」

　ハイドに頭を下げられ、アノは緑の瞳を見開いて驚いた。

　慌てて、ハイドの腕にすがりつく。

「頭を上げてください、ハイドさま。私は姉の代わりに嫁ぐと決めたときから、寝床を共にするのも覚悟の上でした。ただ……勉強していた以上のことで、驚きましたけど……」

　アノの目は、恥ずかしさから潤んでいく。頬は上気し、ハイドから視線をそらす。

　顔を上げたハイドはその姿を愛おしげに見つめた。

「そうか。君は立派な人だ。国王も姉君も責めることなく、傷つけた俺をも許してくれるのか……。嫁いできてくれたのが、君でよかった」

　ハイドはアノの手を握り、言葉を続けた。

「俺からもお願いする。俺の后でいてくれ。もう、決して君のいやがることはしない」

　大きな手から、体温が伝わってくる。それは先ほど、ベッドの中で背中越しに感じていたあの温もりだ。

「よ、よろしいのですか？　……あ、あの、それでいやがることというのは……」

「君がいやがることすべてだ。許可なく触れたり、キスをしたりしない。もし、一緒に眠るのもいやなら寝室もわけるが」

「そ、それは困ります！」

　急に大きな声が出てしまい、ハイドも驚いたが、アノ自身も目を丸くした。

　しかしアノは耳まで真っ赤にさせる。口をぱくぱくさせる彼女を見て、ハイドが優しい声色で話す。

「えっと……それは、なにが困るのだろうか」

「夫婦が寝室をわけるのはいけません。……それに、今まで私は暗い塔の中で一人で暮らしてきました。誰かと寝起きするのは初めてで……私自身戸惑っているのですが、ハイドさまの隣はとても安心できるのです。それに、キスも……いやではないです」

　アノは顔を真っ赤にして、語尾が小さくなっていった。

　聞いていたハイドの無表情もだんだん崩れていく。

　白い肌はほんのり色づいていた。

「そ……そうか。ならば、寝室はこのままで……」

「はい」

「キスも……いやではないのだな？」

「……はい」

　アノが小さく頷くと、ハイドがキスをした。触れるだけだが、優しいキスだ。

　ハイドはアノから離れると、咳払いをした。

「では、改めて、よろしく頼む」

　いつものように無愛想に言うハイドであったが、彼が優しい人だとわかりだしたアノにとって照れ隠しのように感じる。

「はい。こちらこそ、よろしくお願いします」

　一晩にして、二人の関係は一変した。

　しかし、変わらないこともある。混乱を避けるため人前では『ユウリ』を続けることをハイドから提案された。ほかにも取り決めをした後、かわらずお互い背を向けたまま横になった。

　ただ、アノはなかなか寝付けなかった。

　ハイドに名前を呼ばれたこと、優しくほほ笑まれたことがうれしかったのだ。背中から感じる体温も、意識するとドキドキに変わる。

（胸の中が……むずがゆい。こんな気持ち、初めてだわ……）

　ハイドが点してくれたランプの光を、アノは眺めながらいつの間にか眠りについた。




　二人は、朝はどんなに早くても一緒に起き、朝食を共にするという取り決めをした。

　ハイドがアノに『いやなこと』と『したいこと』を尋ねると、アノが恥ずかしそうに一緒に食事がしたいと言ったからだ。

　一年間、王妃になるため、テーブルマナーの講師に見つめられながら食べることは居心地が悪かったが、広い部屋で一人きりの食事のほうがつらかった。せっかくの夫婦なのだから少しでも同じ時間を共有したい。

　食事の申し出を、ハイドは快く受け入れてくれた。

　翌朝、アノはハイドに揺り起こされ、一緒に朝食をとる。

　たったこれだけのことが、アノにとってたまらなくうれしかった。

　また、食事中も言葉少なくはあるが視線を交わし、ほほ笑み合う。その日の料理は格別おいしく感じられ、アノが食事を楽しむ姿を見てハイドは優しく目を細めていた。楽しい時間はあっという間に過ぎてしまう。

　食事の後、ハイドと別れ、侍女のキャロルとあてがわれた自室へ向かった。

　キャロルは自室の扉を閉めるなりアノに詰め寄ってきた。

「アノさま、お二人の間になにかあったのですか？」

「え、えっと……どうしてそう思うの？」

　しどろもどろになるアノに、キャロルは一歩も引かなかった。

「昨日までお互い赤の他人だったのに。国王さまも、雰囲気が柔らかく感じましたが……」

「キャロルには、そう見えていたのね。実は……」

　アノは自分の失態を包み隠さず、キャロルに話した。ハイドがそれを許してくれたことも付け添えて。

　はじめは驚きから気が遠くなりかけたキャロルであったが、ハイドの心の広さを感じ、大きな安堵の息を漏らした。

「そうですか。それは本当によかったです。一時はどうなることかと思いましたが」

　キャロルの目尻に一粒の涙が光る。

　育ての親であるキャロルの涙にアノは弱い。

「本当にたくさん心配かけてごめんなさい。でも……ハイドさまはいいお方です。きっと大丈夫だから、安心して」

「はい……」

　小さな背の震えが収まるまで、キャロルはアノを撫で続けた。




　その夜のことである。

　メイドからハイドが遅くなると聞いたアノは、先にベッドでうつらうつらしていると、そのまま眠ってしまっていた。

　ベッドの沈む音で目を覚ますと、ハイドが床へ入るところだったようだ。

「起こしてしまったか」

「いいえ。……ハイドさまは、お疲れのようですね」

「式のために、仕事を調整していたが、やはり少したまっているようでな。だが寝室に戻ってくると気持ちが安らぐ。シーツが人肌に温もっているのもいい」

「大変なのですね。お体を壊さないようにしてくださいね。……それで、今日はもうお休みになりますか？」

　アノは上体を起こしてハイドを見た。

　しかし、ハイドは視線を合わせずそのままベッドへもぐり込み、アノに向き直った。

「ああ。……その、提案があるのだが、いいだろうか」

「はい」

　アノもまたベッドへ横になり、見つめ合うかたちになる。

「世継ぎを授かるのは、少しさきへ延ばしたい。アノがこの国や俺のことを思ってくれるのはうれしい。だが、俺はアノという人間を尊重したいと思っている。まずはここでの生活に慣れ、俺という人間を知り、身を休めてほしい。……どうだろうか？」

　アノの頬にかかった髪を、ハイドは手で梳かして後ろへ流す。

　かさついた手のひらが頬に触れると、くすぐったいと同時に胸のうずきも広がっていく。

「ハイドさまは、それでよろしいのですか？　この結婚は、ハイドさまにとって世継ぎのための……」

　動く唇を、ハイドが親指で撫でた。

「いいんだ。昨日からいろいろ考えたんだ。今までの考え方は間違っていた。自分の伴侶となる人を、道具かなにかと勘違いしていたようだ。いや、伴侶だけじゃない。王となり、国の平和を保つことに必死だった。ときに、感情を捨てて決断もした。人を駒のように扱うことのほうが、気持ちが楽だったからだ」

「ハイドさま……」

「そうしているうちに、人としての感情を忘れていたのかもしれない。つらい過去を持ちながら、誰も恨んでいないアノの健気な姿に、全身に血が通っていくような気がしたよ」

　ハイドはアノの髪を優しく撫で、続けた。

「俺は今、アノにたいして特別な感情を抱いている。だが、恥ずかしいことに俺は恋も、誰かを愛するということも知らない。この感情がなにかはわからないが、アノのことを誰よりも幸せにしたいと思っている。だから、傷つけるようなことはしたくない」

　式のときに、ハイドの目を見て、なんて冷たい瞳だろうとアノは思った。

　しかし、今、目の前にいる人は、慈愛に満ちた表情でアノにほほ笑みかけている。

「……姉のユウリは、ご存じの通り恋の多い人でした。私はいつも、彼女の燃え上がるような恋の話に憧れていたんです。結婚した日、ハイドさまは私に『割り切った夫婦生活』をとおっしゃいました。だけど、私だってお姉さまのように恋がしたい。だから、恋を知らないなら、二人で知っていきませんか？」

「二人で、知っていく……」

　アノの提案を理解するように、ハイドは繰り返した。

　そうして、アノにゆっくりとほほ笑む。

「それはいい考えだな」

　二人は向かい合い、ほほ笑み合いながら眠りについた。










第二章

恋を勉強する二人











　アノが嫁いでから半年が経った。

　はじめはメイドの前でも『ユウリ』として生活していたが、ハイドと共に過ごす時間が増えるにつれ、その役は名ばかりのものになっていた。

　しかし、屋敷の中でもそんな彼女を不思議がる人は誰もいない。

　それよりも、城内ではハイドに対する噂が絶えなかった。

　無表情な見かけは変わらないが、使用人たちに優しくなり、表情も柔和になった気がすると誰もが口にしていた。もとより美しい顔立ちのハイドにほほ笑まれたメイドたちは色めき立ち、洗濯場や厨房でメイドが集まるとその話題ばかりになった。使用人たちは皆、意欲的になり城は賑やかになっていった。

　また、大臣たちも変わった。

　以前はぴりぴりとしていたハイドが柔和になることによって、発言や提案がしやすくなった。

　次第に人々は噂するようになったのだ。

『国王さまが優しくなられたのは、お后さまのおかげに違いない』

　そう言われるほど、二人はいつも一緒に行動し、誰の目にも仲むつまじく映った。

　だが、実際の二人の関係はたどたどしいもので、気を遣い合っている。

　二人の間には『好き……かもしれない』という気持ちしか芽生えていなかった。

　ただ、お互いのことは尊敬しているし、興味もある。

　そしてアノにとってハイドは、自分のことを理解してくれようとしている大切な人になっていた。

　そんなある日の夕方だ。

　夕食の少し前、アノが一人机に向かっていると、扉がノックされた。返事をすると、顔を出したのはハイドだった。

　アノを見て、溜め息をつく。

「また一人で勉強をしていたのか。あまり根をつめると体を壊すぞ」

「ふふふ。体には気を付けます。ですが、やはりハイドさまの后である以上、知識はいくらあっても足りません。嫁ぐにあたり、たくさん勉強もしましたが、たった一年で今までのすべてを取り返すことはできませんから……」

　生まれ落ちてすぐに塔へ隔離され、なにも与えられてこなかった。

　身代わりになることが決まり、一年で学べるものには限界がある。

　それまでのアノは、文字も簡単なものしか読めず、書くこともできなかったのだ。

　しかし『仕方ない』ではすまされない。なんとしてでも『ユウリ』に仕立てあげるために、きつく指導を受けた。

　アノ自身もそれはつらいことであったが、学ぶほどに無知を痛感した。それと同時に、知ることが楽しくもあり、勉強にのめり込んだ。

　そんな楽しそうなアノから、勉強をとりあげることはハイドにはできなかった。

　アノの小さな頭を撫でて苦笑する。

「本当に、無理はしないと約束してくれ」

「もちろんです。……それにしても、今日は帰りがお早いのですね」

　アノに指摘され、ハイドは「おお、そうだ」と声を上げ、なにかを思い出したようだ。

「よければ、気分転換をしにいかないか？」

「それはぜひ、いきたいですが、気分転換ということは、散歩ですか？」

「まあ、そんなところだ。ただ、こっそり二人きりでな」

「こっそり？　二人で？」

　アノは首を傾げた。

　散歩なら、よく庭へいくが、秘密にするようなことはなにもない。

　アノが不思議に思っていると、ハイドはクローゼットからフード付きのマントを二着取り出した。深緑の丈は長く、アノの背丈ほどの長さだ。

　そのうちの一枚をアノに着せて、フードをかぶせた。

「誰にも内緒で城の外へ散歩にいこう」

　そう言ってハイド自身もマントを着込む。

「お、お城の外ですか？」

「ああ、見せたい場所があるんだ。誰かに見つかって護衛を付けられるとやっかいだからな。隠れて城を出る」

　ハイドはそう言って少年のように笑うとアノを連れ去った。城の中でも人通りの少ない場所を歩き、あっといまに厩舎へたどり着いてしまう。

　厩舎に並んだひときわ大きな馬に手際よく乗馬用具を取り付けていく。

「さあ、見つかる前に出よう」

　ハイドはひらりと馬に飛び乗り、アノに手を伸ばす。

　アノは一瞬戸惑ったがハイドの手を取り、引き上げられた。

「私、乗馬って初めてです。こんなに目線が高くなるのですね。遠くが見渡せて、すてきです」

「気に入ってもらえたようでよかった。じゃあ、いこうか」

　手綱を引くと馬が歩きだす。

　そのまま裏門へ向かい、ハイドが門番に耳打ちするとあっさり通してもらうことができた。

　門をくぐると木々が生い茂っている。

（ここが、城の外なのね）

　城の外には一度しか出たことがなかった。

　ハルネシアへ嫁ぐときの一度きりだ。

　正姫であるユウリは、舞踏会や儀式など忙しく外出していたが、アノは幽閉された身。城の中ですら満足に歩けないのに、外などもってのほかであった。

　そしてそのたった一度きりの外出も、馬車の窓から眺めていただけだ。

　今、目の前に広がる景色に、アノの心は躍っていた。

　道は昼に降った通り雨のせいで、少しぬかるんでいる。そのせいか、呼吸をすると香り立つ土や木のにおいが鼻孔を通り抜けていく。

　鳥が地面ギリギリを飛んでいった。

「雨が降るかもしれないな」

　ハイドがボソリと呟く。

「天気がわかるのですか？」

「天気がわかるのは鳥のほうだ。低く飛ぶと雨が降る。鳥は雨が降る前に餌を確保しようとするからな」

「なるほど……。ハイドさまは博識なのですね」

「こんなものはただの雑学だ。だが、雨に降られるのは避けたいな。今日の散歩は短めにしよう」

「はい」

　ぬかるんだ道で馬の蹄が沈み、よく揺れる。ハイドはアノが落ちないように後ろからぴったりと抱きとめてくれている。たくましい腕、しっかりとした胸を意識するとアノの胸は高鳴る。

　木々の間を抜けると、平原に出た。地平線に夕日が沈みかかっている。

「すてき……」

　アノは目の前に広がる光景に息を呑んだ。風が髪をさらう。

「アノには見せたい景色がほかにもある」

　ハイドがそう言って馬を進めていくと、目の前に花畑が見えてきた。

　平原の一角に色とりどりの花が密集して咲いている。

　馬を止め、ハイドは先に降りるとアノを抱えて下ろした。

「不思議な場所ですね。この一角だけこんなにお花が咲いているだなんて」

「俺が子どものころ、国に訪れる予定だった行商の馬車が事故にあった。車輪がはずれて転倒したんだ。幸い乗っていた人に怪我はなかったが、積み荷はそこら中に散らばってしまった。その中に、たくさんの花の種があったんだ。すべてを拾うことはできず、翌年からこの時期になると花が咲くようになって、年々範囲が広がっている。きっと種が風に飛ばされているんだろうな。塔の中で長い間生活していたと聞いたから、この広い平原と、花畑をアノに見せたかった」

「ハイドさま……。すてきなプレゼント、ありがとうございます」

　アノはしゃがみ込み、花を見る。

「ほんの数年前は、こんな広い世界を見ることができるだなんて思ってもみませんでした。見たいという願望すら、芽生えませんでした。薄暗い塔の中で暮らすことが、私の人生だと思っていましたから。……連れ出してくださって本当に、ありがとうございます。木や土の香り、鳥が近くを飛んでいく音、どこまでも続きそうな広い平原に沈む夕日と花畑……。この世界には私の知らないことがたくさんあるのですね」

　ハイドもアノの隣にしゃがみ、腰に手を回した。

「気に入ってくれたようでよかった」

「はい。とっても気に入りました。来年も、その次も……また一緒にここを訪れたいです」

　二人は見つめ合い、ほほ笑み合った。

　夕日が二人の横顔を照らす。

　どちらからというでもなく、自然に距離を縮め、目をつむってキスをした。唇が触れるだけの軽いキスだ。目を開き、二人とも恥ずかしそうに笑う。

　正体を打ち明けてから、何度かキスをしたが、アノにとって今までで一番幸せなキスだ。同じものを見て、感動して、もっと心が通じ合った気がした。

「アノ、そろそろ戻ろうか。風が冷たくなってきた」

　照れ隠しのように、ハイドは先に立ち上がった。同時に少し強めの風が吹き、花びらが舞い上がる。

「たしかに少し肌寒いですね」

　アノも立ち上がり、二人は馬へ向き直る。

　帰り道、馬の上でアノはハイドに少しだけ体重をあずけた。ハイドも大事そうに後ろから抱きとめる。二人の間には目に見えないが、信頼と愛が芽生えていた。




　翌日、激しい雨音でアノは目を覚ました。

　昨日、散歩から帰ると雨が降り出し、それから今までやまなかった。

　アノが起き上がろうとしたときだ。コホンと小さな咳が出た。

　ハイドを起こさないように気遣い、口元を押さえたが、咳は立て続けに何度も出て止まらない。

「大丈夫か？」

　ハイドが目を擦りながら尋ねた。

「す、すみません。起こしてしまって……」

　言ったそばから激しく咳きこんでしまう。

　ハイドが上体を起こし、アノの背中に触れる。大きな手がゆっくりと背を撫でると、次第に落ち着いていった。

　しかし、激しい咳をしたためたからか、呼吸するたびゼーゼーと音がする。

「体が少し熱いな。風邪を引いたのかもしれない」

「すみません、昨日、体には気をつけると言ったばかりなのに……」

　アノが申し訳なさそうに眉尻を下げた。

「いいや、俺が連れ出したからかもしれない。とにかく、今日は寝室でゆっくりしたほうがいい。食欲はあるか？」

　ハイドはベッドから下りると、夜着を着替え始めた。

　アノはまた小さく咳をしながらも「食欲はあります」と小声で伝える。

「それなら、朝食はここへ持ってこさせよう。使用人に伝えてくるからゆっくりと眠っているように」

　ハイドが出ていく背中を見送り、アノは再び横になった。

　一人で眠るベッドは広すぎて居心地が悪い。熱からくる体のけだるさや、時折でる痛みのある咳に顔を歪めた。

（さっそく風邪を引いてしまうなんて情けないわ……）

　結局寝付けないまま、ハイドと共にメイドが寝室へやってきて二人で朝食をとった。食事が終わると医者がやってきて、診察を受け、薬を処方された。薬を飲むと、疲労もあるためか睡魔がやってきたようだ。仰向けでうとうとするアノにハイドはほほ笑んだ。

「おやすみ、アノ」

「おやすみ、なさい……」

　アノは小さな声で返したが、すぐに眠ってしまった。

　夢の中でも、けだるさは消えない。

　久しぶりに、暗い部屋に閉じこめられる夢を見た。暗い部屋で必死にもがく夢だ。汗をかき、涙は溢れ、とにかく息苦しかった。

　しかし、それもつかの間で急に呼吸がしやすくなった。

　目を覚ますと、ハイドが心配そうな表情で、首もとの汗を拭ってくれていた。

「すまない。起こしたか。すごく寝苦しそうだったから枕の位置を変えたぞ」

　アノは目を何度も瞬かせた。時計を見ると、昼を少し過ぎている。

「あ、あの、ありがとうございます。ですが、どうしてここに」

　アノの記憶では、ハイドは城下へ視察の予定が入っているはずだった。

「この雨だから、予定を延期した。それに、大事な妻が苦しんでいるんだ。そばにいたい」

「お気持ちはうれしいです。ですが……本日の職務は視察だけではないはず。国王が私に付きっきりで不在だと皆が困るのではないですか？」

　アノの言葉に、ハイドは苦笑する。

「俺のスケジュールをよく知っているんだな。うれしいような、困るような……。実は、今朝、アノが不調だということを側近たちに伝えると、皆口をそろえて『今日は休んでください』と言ってな。驚いたよ。休んでいいだなんて、一度も言われたことがなかった。そもそも、考えたこともなかったしな」

　アノはハイドが若くして国王になったと言っていたことを思い出した。

　出会ったときの、アノを見つめる鋭い青い瞳も、今となっては面影もない。どんなときでも、アノにたいして雛鳥や子猫を見つめるような愛のある視線を送ってくれる。

「そうなのですね。本音を言うと、目が覚めたとき、そばにいてくだってうれしかったです。側近の方々にも、感謝しなければ、ですね」

「そう思ってくれるならよかった。……それより、ずいぶん顔色がよくなったな」

　ハイドはそのままアノの額に触れる。大きくて、皮のしっかりした男性の手に触れられるとアノはくすぐったそうに笑う。

「どうやら熱は引いたらしいな。よかった。汗をたくさんかいただろう？　体も拭こう」

　ハイドはそう言うと布を水の入った桶に沈め、絞った。そうしてまるで準備が整ったとでもいうようにアノが衣服を脱ぐのを待っている。

「もしかして……ハイドさまが私の体を拭いてくださるのですか？」

「そのつもりだが……？　なにか問題があるだろうか」

　不思議そうにハイドが首を傾げる。その様子を見て悪気がないのだと思うと、アノは恥ずかしそうにそっぽを向いた。

「恥ずかしいのです。キャロルを呼んでください……」

　ハイドの言う通り、夜着は汗で肌に張り付いて気持ちが悪い。

　だが、湯浴みをするにはまだ体がけだるく、アノは一人で入浴できる自信がなかった。そのためハイドの申し出は、うれしいものであったが、なぜか恥ずかしい気持ちでいっぱいになってしまう。

　頬を赤らめるアノに、ハイドは苦笑した。

「なにをいまさら恥ずかしがっているんだ。裸なんて何度か見ただろう」

「見たといってもたった二回です……。それに、国王にそんなことをさせるわけにはいきません」

「たしかに俺は国王だが、この寝室ではただの夫にすぎない。妻を介抱するのも務めだろう」

　ハイドはそのままアノをゆっくり起き上がらせると、リボンを解き、優しく服を脱がせていく。夜の営みで、乱雑に脱がされた思い出がアノをくすぐったい気持ちにさせる。ハイドの仕草から、愛情を感じていた。

　あっという間に夜着を脱がされ、濡れた布で汗をふき取られていく。

　恥ずかしさからアノは胸を手で隠し、ハイドに背を向けていた。

「さあ、前を向いて」

「あ、あとは自分で拭きます」

　アノは精一杯断ったが、後ろから抱きしめられてしまった。

「あっ、あの……」

　慌てたが、布を持つハイドの手が首や鎖骨を撫でる。

「アノ……言い方を変える。俺が世話を焼きたいんだ」

　耳元でハイドの低い声が響く。吐息がかかり、アノの体を震わせた。

（ハイドさまが近くで話されただけなのに……）

　自らの変化に戸惑っていると、返答しないアノにハイドはしびれを切らしたようだ。そのまま首筋にキスをされた。

「な……なにを……なさるのですか！　汗をかいているのです。そんなところにキスをするだなんて、汚いですよ」

　ハイドはアノの小さな抵抗など気にも留めず、腹や腕を拭いていく。

　そうして、今度は首筋に舌を這わせるようにキスをした。

「あっ……。い、やです……」

「たしかに汗の味がする。だが、アノの体はどこも汚くない」

　そう言って味わうように何度も甘噛みする。ハイドの歯が当たるたび、アノの腹の奥に淡い快楽の熱がたまっているのを感じていた。

　次第に胸を隠す余裕がなくなり、ハイドの手が谷間にも伸びる。かさついた手が、胸の膨らみをかすめると体が大きく揺れた。抵抗する力もなく、ハイドにもたれかかるように抱きしめられた。

（あんなに抵抗していたのに、ハイドさまの手が体を撫でるたびに気持ちいいと思ってしまう。……もっと触れてほしいとも……。なんて自分勝手なんだろう）

　何度も小さく喘ぎながら、頭の片隅でそんなふうに思った。

　初夜の痛みは忘れられない。二度目の夜は、怖くて億劫でたまらなかった。

　しかし、今は愛する人に触れられることに、アノは喜びを感じていた。

　ふと、二人の視線がぶつかる。

　ハイドは首筋から離れ、今度は口へキスをした。何度か押し当てられるように唇を重ねる。ハイドの舌が、催促するようにアノの下唇を舐めた。

（口を開けばいいのかしら……）

　戸惑いながらも控えめに小さく口を開くとハイドの舌が割り込んでくる。むさぼるような激しいハイドのキスに驚き、アノは身をよじろうとしたがいつの間にか顎に手が添えられ、振り切ることができなかった。

　柔らかくて、少し冷たい舌がアノの熱を奪っていく。

　久しぶりの溺れてしまいそうなキスに、鼻から息をすることも忘れて、苦しそうに喘いだ。時折漏れてしまうか細い声に、ハイドは興奮したのか抱きしめる腕に力が入っていく。

　キスを終えたときには、完全に体をハイドにあずけていた。

　アノはふうふうと激しく息を繰り返し、顔を上気させている。真っ赤になったアノの顔を見てハイドは慌てた。

「すまない。無理をさせるつもりはなかった……。さあ、新しい夜着を着よう」

　ハイドはアノを座らせ、クローゼットから新しい夜着を取り出すと、小さな子にするように着せた。リボンまで結び始める始末である。

　アノはぼんやりとしたまま、キスの余韻に浸っていた。

　ハイドは最後のリボンに手をかけながら口を開く。

「本当に、すまない。いやなことはしないと言ったのに、あんなふうに無理矢理するような真似をしてしまった。しかも病人に……だ」

　そのままアノを横にして、肩まで毛布をかける。アノの前髪を横へ流しながらハイドは言葉を続けた。

「最近、俺はおかしいんだ。アノに触れたいという気持ちでいっぱいになる。銀糸のように輝く髪も、小さな口や手のひらも、そのどれもが愛しい。それなのに、抱きしめても満たされないんだ。切なくて、苦しい。……いつだったか二人で恋や愛を知ろうと言ったが、俺にはもうわかった。この気持ちこそが恋だ。アノ、俺は君に恋しているよ」

「ハイドさま……」

　苦しそうに気持ちを吐露するハイドをアノは可哀想に思い、頬に触れようと手を伸ばす。

　しかし、その手はハイドに握られ、頬に触れることは叶わなかった。

「俺は自分の気持ちがわかった。だからといって、アノに俺のことを好きになってくれとは言えない。すまないな、苦しいときにこんな話をしてしまって」

（ハイドさまのほうが、苦しそうだわ。そんな表情、してほしいわけではないのに……）

　ハイドは手を離すと、立ち上がった。

「ハイドさま……どこへ？」

「外の空気を吸ってくる。キャロルもこちらへ向かわせるようにしておくから安心して眠りにつくんだ」

　背を向けようとしたハイドの服の裾をアノは引っ張った。

「ありがとう、ございます……。ハイドさまのお気持ちも、介抱していただいたことも、どれもとてもうれしかったです。キスも……気持ちがよかった……です」

　アノは語尾を弱め、顔を真っ赤にした。裾から手を離すと、ハイドは後ずさる。

　整った顔が無表情のまま赤く染まっていく。

「そ、そうか。それならよかった。とりあえず、キャロルを呼んでくる」

　そう言うとそそくさと寝室から出ていってしまった。

　ハイドのあの慌てように、アノは出会ったころとの変化を感じていた。

（ハイドさまが、私のことを……好き……）

　ハイドの言葉を思い返すと、胸の鼓動が止まらない。

　扉がノックされ、キャロルが入ってくるとアノを見て大きな声を上げた。

「顔が真っ赤でございます。熱が上がったのですか？」

　慌てるキャロルに、アノは首を左右に振った。

「違うの、キャロル。これは熱じゃなくて……」

　そうして駆け寄ってきたキャロルの手を握ると深刻な表情で見つめた。

「どうしよう……私、ハイドさまのことが好きみたい」




　翌々日、アノの風邪はすっかり回復した。

　実際は翌日には熱も下がっており、元気だったのだが、心配性のハイドがなるべく寝室から出るなといったため、昨日はほとんどをベッドの上で過ごしてしまった。回復し、アノの心の中は外へ出たいという気持ちでいっぱいになっていた。朝食をとった後、キャロルを連れて城の中を歩く。

　アノが嫁いで半年ほど経ったが、すっかり城や使用人たちのことを好きになった。使用人たちもアノには優しく、ほほ笑みと挨拶の言葉をくれる。

　アノは足を止め、二階から見下ろした。若いメイドのエヴが窓を拭いていて、アノに気付くと会釈をしてほほ笑んだ。

　エントランスには大きなシャンデリアが飾られ、床には白の大理石が敷き詰められている。絢爛豪華な城内にはどこを見ても汚れ一つない。使用人たちは喜んで仕事を真剣に取り組んでくれているようだ。

　それはハイドが使用人たちにも信頼されているということだろう。

　アノはうれしそうに、エントランスの階段を下りていった。

　風邪を引いている間、ハイドやキャロル、メイド長としか話す相手がおらず、退屈していたのだ。

　窓拭きをしているメイドのエヴは、小柄で身長の低い赤毛の女の子だ。

　年はアノよりも幼く見えるが、仕事ぶりからしっかりしていることがわかる。

「エヴ、お仕事中ごめんなさいね」

　アノはなるべく明るく声をかけた。

　名前を呼ばれたエヴは一瞬動きを止め、振り返ると目を丸くした。

「い、今、王妃さまが私の名前を？」

「え、ええ。それがどうかしたかしら？」

「し、失礼しました！　まさか王妃さまにお名前を呼ばれるとは……」

　アノはそれを聞いて、しとやかに笑う。

「ふふふ。実は聞きたいことがあるの。私、新しい散歩のルートを探しているのだけれど、どこかいいところはないかしら？」

　幼少期、名前を呼ぶことを避けられ続けたアノにとってそれは大事なことだった。『アノ子』と呼ばれ続け、それが名前になったとはいえ、アノはこの名前を大切にしている。キャロルやハイドがその名前を大切に呼んでくれるからだ。

　だから勉強の傍ら、キャロルに尋ねて使用人の名前を覚えた。

　エヴは少し照れくさそうに笑いながら口を開く。

「王妃さまに名前を覚えてもらえて光栄です。……あ、新しい散歩の場所、ですよね。それでしたら門の近くまで歩かれるのはいかがでしょうか。たしか今日は、城下町から商人が荷物を届ける日でして、海外から輸入した珍しいものも届くようです。なにかおもしろいものが届いているかもしれません」

「まあ、商人が！」

　アノはうれしそうに顔をほころばせると、隣に立つキャロルの顔色を窺った。いってもいいかアイコンタクトをすると、キャロルは小さく頷いた。

（わあ、いってもいいのね！　楽しみだわ！）

　メイドの前ではしゃぐこともできず、アノは心の中で喜んだ。

　そのままエヴに礼を言い、キャロルを連れて門へ向かった。

　門へは城から出てまっすぐに進み、噴水のある広場とバラ園を抜けるとつく。少し距離はあるが、散歩にはちょうどいい。

　広場にさしかかったところで、アノはあたりを見渡し、誰もいないことを確認してキャロルに小さな声で話しかけた。

「キャロル、私は昨日も好きって言えなかったわ」

　風邪を引いたあの日、アノはキャロルに自分の気持ちの変化を伝えた。

　ハイドからも好意を寄せられていることを聞いたキャロルは、それはそれは喜んだ。

　どうせ暮らすならお互い想い合っていたほうがいい。

　育ての親でもあるキャロルにとって、アノの幸せはなによりもうれしかったようだ。

　しかし、問題は芽生えた恋心をどうハイドに伝えるか、だった。

　キャロルはベッドで横になるアノの頭を撫でながら『国王さまも伝えてくださったのですし、焦らず、そのときになればお伝えすればいいんじゃないでしょうか』と優しく伝えたのだが、どうやらそれでは納得していなかったらしい。

　アノは、昨日も何度か伝えようとしたができなかったことを不服そうに言った。

「昨日は本当にさんざんだったの。寝室に戻られたハイドさまに駆け寄ろうとしたら『寝てなさい』と諭されて……。ハイドさまはさっさと寝てしまうし」

　キャロルは楽しそうに話すアノを見て少し驚いたが、声を出して笑い始めた。

　しかし、アノに見つめられていることに気付き、キャロルは咳払いをする。

「すみません。こちらへ着てから、ずいぶん表情が豊かになられたと思い……うれしく思ったのです」

「私……そんなに変わったかしら？」

　アノが尋ねると、キャロルは悲しそうに遠くを見つめた。

「ええ、とてもよい方向に。……塔の中で暮らしていたとき、私はいつもあなたさまの将来を案じていました。この方はどうなるんだろう。幸せになれるんだろうか……って」

「キャロル……。私は、今すごく幸せよ。ハイドさまはとてもすばらしい方だもの。それに私、これからもずっと幸せに暮らせると思うの。私の将来に、どんな困難があったとしてもあの方と一緒なら乗り越えられる。そして、ハイドさまが困ったときには、私は、きっとなんでもできる。そんなふうに思っているのよ」

「そ、そうですよね。過ぎたことにとらわれるのはよくありませんよね」

　キャロルは早口で言いながら、目元をゴシゴシと擦った。鼻もすすり、声も涙声になっていた。ごまかすようにキャロルは言葉を続ける。

「そうそう、国王さまに気持ちをどうやって伝えるか、でしたよね？　それなら、プレゼントを渡すのはいかがでしょうか？」

「プレゼント？」

（そういえば……私はいつもハイドさまにしてもらってばかりだったわ。なにかプレゼントをお渡ししてそのときに『好き』とお伝えするのは、突拍子もなく言うよりもスマートな気がする）

　アノは一通り頭の中でシミュレートして頷いた。

「いいわね。でもなにをプレゼントしたらいいのかしら。ハイドさまは国王ですし、ほしいものはなんでも持っていらっしゃるような気がするわ」

　それを聞いてキャロルは苦笑した。

「別にほしいものじゃなくてもいいと思います。気持ちがこもっていれば伝わりますよ。ちょうど、商人がきているようですし、なにかプレゼントになるものもあるかもしれません。そういう目的で商品を見てみるのもいいんじゃないでしょうか？」

「さすがキャロル！　ふふ、楽しみだわ」

　アノは無邪気にほほ笑んだ。




　門には馬車を囲むように人だかりができていた。

　ほとんどは城の使用人で、料理長率いる厨房の者たちやメイドが届いた品を確認していた。

　しかし、誰かが「もしかして、王妃さま？」と声を上げるといっせいに動きを止め、アノを見た。

　皆、各々に会釈をしたが、メイド長のセルシーはその後アノに近づいてきた。

　黒髪ショートへアの無表情な女性だ。アノよりいくつか年上で、しっかりしている。城のメイドたちは、アノにたいして警戒心を解いていったが、彼女だけは必要最低限の対応しかしない。愛想はないが、その仕事ぶりは的確で、国王やアノに一仕事頼まれればすぐに遂行してくれる頼れるメイドでもあった。

「こんなところへいかがなさいましたか？　門の近くは人の出入りも多いため、お一人での行動は危険です。せめて護衛を付けてください」

「そ、そうね。ごめんなさい、セルシー。言われてみれば、私が軽率でした」

　メイド長セルシーに反省するアノだったが、キャロルが割って入った。

「王妃さまは悪くないのです。私がそばにいるから大丈夫だと判断しました。たしかに門の付近は人通りが多いけれど、だからこそ門兵がいるのでしょう？　それよりも、王妃さまは商人の馬車が気になるようなのですが、見学しても？」

　指摘されたセルシーは、不満そうに眉をひくりと震わせたが、アノを見て、すぐに澄まし顔に戻った。

「もちろんです。どうぞこちらに」

　セルシーは何事もなかったかのように取り繕ったが、アノは表情の変化や、不穏な空気に気付いていた。

（私としては、セルシーはここのメイド長だし、キャロルは私の侍女だから、仲良くしてほしいけど……）

　すっきりしない心持ちのまま、アノはセルシーの後をついて歩いた。いくつもの荷馬車から並べられた商品を眺める。

　剣に槍などの武器や、果物や野菜などの食品、本、宝石、布や糸などの生活品にいたるまで様々なものがある。それを使用人たちは頼んだものが到着しているか、不良品ではないか検品しているようであった。

　また、それとは少し離れたところで、テントが張ってあった。その下で城の専属料理人たちと商人たちがたくさんの木箱を囲んで話し合っている。

「セルシー、あれはなにをしているのですか？」

　アノは足を止め、その一角を指さした。

「あれは新商品や輸入品の営業です。頼んだもの以外にも商人たちは買ってほしくて売り込んでいるのですよ」

「輸入品……！　それは珍しいものもあるということでしょうか？」

「そうですね。他国のものですから、変わった商品もあります。……ご覧になりますか？」

「ぜひ！」

　アノの声がうれしさから、ワントーン上がった。

（珍しい商品なら、ハイドさまが持っていなくて、気に入るようなものがあるかもしれないわ）

　意気込みながら、セルシーの後ろについていく。

　テントに近づくと、王妃ということもあり周りは動きを止めたが、商人たちだけは近寄ってきて商品の説明をさせてほしいと言った。あまり商人をアノに近づかせないように、間にセルシーとキャロルが入りながら商品の説明を受けることとなった。

　知らない言語で書かれた本や、絵画、薬などについて説明を受けたが、どれもハイドを喜ばせるようなものではなかった。

（キャロルはなんでもいいと言ったけれど……せっかくプレゼントするなら喜んでほしい。ただ……今、気付いたのだけど……私はハイドさまの好きなものをなにも知らない）

　代わる代わる専門の商人たちが説明する中で、アノは内心頭を抱えた。

　ハイドは会話を楽しむ人であったが、自分のことをあまり語らない。

　食事を一緒にとることは習慣化したが、好きな食べ物や嫌いな食べ物すら知らなかった。彼は食事中は特に無表情で、黙々と食べ、会話もせずに終えてしまう。

　趣味は？　好きなものは？　日々楽しみにしていることは？

　知らないことに気付いてしまうと、いろいろなことを聞きたくなってしまう。

（なぜ、今まで気にならなかったんだろう……）

　アノはそう落ち込んでいたが、ふと閃いた。

（長く勤めているであろうセルシーなら、好きなものくらい知っているんじゃないかしら）

　武器商人が話し終えたところで、アノはセルシーに声をかけた。

「いかがなさいましたか、王妃さま。やはり武器など見ても退屈でしょう？」

「い、いえ、そういうわけではないのですが、少し聞きたいことがあるのです。こんなこと、尋ねるのも恥ずかしいことですが……その……」

　自分の主人のことを、メイドに尋ねることは恥ずかしいと思っていた。

　しかし、ハイドに喜んでもらいたい一心で勇気を振り絞る。

「ハイドさまの好きなもの、などご存じないかしら　食べ物でも、集めているものでも……なんでもいいのですが……」

　セルシーはそれを聞いて、眉を寄せて考え込んだ。

　しかし、意を決したように口を開く。

「そうですね……。ここだけの話ですが……国王さまは甘いものに目がないのです」

「えっ……」

　アノは思わず声を上げた。

（ハイドさまはずっと甘いものがお嫌いだとばかり。一緒にお菓子を召し上がることもなかったし、誘っても断られたわ……。男性だからそういうものなのかもと思ったけど……）

「以前はよく召し上がっていらっしゃったのですが、最近は夜遅くに一人で食べているそうです」

「なぜそんなことを」

「おそらく、王妃さまに甘い物好きを知られるのが恥ずかしいのかと……」

「そう……だったのですね……」

　アノは、秘密にされていたことが悲しくて肩を落とした。

（恥ずかしいってどういうことなんだろう。ハイドさまが甘いものを召し上がっても、好きだったとしても、私はおかしいだなんて思わないのに……。むしろ、好きなら一緒に共感したい。同じものを食べながらおいしいですねって笑い合いたい……）

　しかし、落ち込んでいたのもつかの間、なにかを思いつき、キャロルに向き直る。

「そうです、キャロル。私がお菓子を作ってプレゼントするのはどうかしら。プレゼントなら、召し上がってくれるかもしれないし、そこから会話が広がると思うわ」

　キャロルはそれを聞いて驚いたものの、表情は明るくない。

「とてもいい案だとは思いますが、お料理はしたことがありませんでしょう？　怪我をされても困りますし、どうせなら料理長に作ってもらったものをプレゼントすればいいのではないでしょうか？」

「で、でもそれじゃあ、気持ちがこもっていないわ。さきほど、キャロルはプレゼントには気持ちがこもっていればいいとっていったじゃない。手作りをプレゼントすれば、目の前で召し上がってくれると思うの」

　いつもならキャロルの心配を黙って受け入れるアノであったが、今回は引き下がれなかった。

　キャロルは、プレゼントをすること自体は賛成であるが、王妃が厨房に立つということには反対だった。

　どちらも譲らない無言の空気に口を開いたのはセルシーだ。

「国王さまのプレゼントに手作りのお菓子だなんて、すてきじゃないですか。きっとお喜びになりますよ」

　それを聞いてキャロルはムッとしたようだ。

「たしかにすてきなことだと思います。ですがお菓子作りというのは危険でしょう？　火も使うし、包丁だって使います。怪我をされたらどうするのですか？」

「火や包丁を使うところは手伝いますよ。それに、作るお菓子も簡単なものにしましょう。それなら危険ではないですよね？」

　セルシーは淡々と述べた。キャロルは、なにか言いたそうな表情をしたが、すぐに冷静になってくれたようだ。

「たとえば、なにを作るのですか？」

　問われて、セルシーは木箱の中に並ぶ果物を眺めた。

「そうですね……フレッシュな果物を使ったタルトなどはいかがでしょうか。たしか、下準備がすんだタルト生地が厨房にありました。オーブンで焼き、果物を切るのは私や料理長が行い、王妃さまには飾り付けをしてもらえればと思います」

　アノはそれを聞いて目を輝かせた。

　その姿を見るとキャロルもダメだと言えなくなったようだ。

「……わかりました。それではタルトを作りましょう。安全だということですが、厨房には危険がたくさんありますので、私も隣で手伝います」

「ありがとう、キャロル」

　アノが礼をいい、話がついたところで、セルシーが果物の入った木箱へ視線を移した。

「では次に、タルトに使う果物を選びましょう」

　見たことのない果物も多い中、アノは一つの果物を手に取った。

「あ……これがいいわ」

　それを見て、キャロルは動揺したようだ。アノが手に取ったのは、赤紫色の皮をまとった片手で収まる丸い果物だ。球根のようにも見える。

「それはなんという果物でしょうか？　せっかくタルトを作るのですから定番の果物を使ったほうがよろしいのではないでしょうか？」

　セルシーもアノが手に取った果物を見つめる。しかし、表情は変えなかった。

「それは……イチジクですね。タルトともよく合いますし、国王さまも召し上がっておられたので嫌いではないと思います。ですが、なぜあえてイチジクを？　キャロルさまが言う通り、定番のものをお選びにはならないのですか？」

　アノは指摘されて、おどおどとしたが、イチジクを両手で包みながら二人から視線をそらす。

「本で読んだのです。イチジクは、トロッとしていて、程良い甘さでタルトに合いやすいと……。そ、それに……」

　しどろもどろに話ながら、だんだんと頬が赤く色づいていく。

「本当かどうかはわかりませんが……媚薬の効果があるのだと書いてありました。私、ハイドさまにもっと好きになってほしいのです」

　いじらしく伝えるアノに、キャロルもセルシーも熱が移ってしまったように頬を染める。そして、理由を聞くと二人は反対することができず、ほかのメイドたちにイチジクの入った木箱を移動させた。




　いつもと変わらない夕食だった。

　共に席へつき、食事をする。

　言葉は少ないが、時折視線を合わせてほほ笑む。同じ空間にいるだけで幸せを感じた。

　しかし、アノは緊張していて、なにを食べても喉につっかえていた。

（食後にタルトを持ってきてもらう手はずになっているけれど……ハイドさま、喜んでくださるかしら……）

　食べ終わり、ハイドが席を立とうとしたところで、セルシーとキャロルがカートを引いてやってきた。カートにはワンホールのタルトと紅茶が載っている。

「王妃さま、すぐにセッティングいたします」

　セルシーが話している間にも、他のメイドたちは早々に夕食の食器を片付けていく。

「ありがとう、セルシー」

　予定通りの到着に、アノの表情がほころぶ。

　食器が片付けられたテーブルに、キャロルがタルトの載った皿を置いた。心配そうに眉尻を下げている。

「アノさま、タルトは本当に切らなくてよろしかったのですか？　ご要望があるのであれば今、私がお切りいたしますが……」

「だ、だめです。私が切りたいのです！」

「……そうですか？　ナイフの取り扱いには十分お気をつけくださいね」

　申し出を断られたキャロルは肩を落とし、セルシーは背筋を伸ばしたまま「ごゆっくり」と言うと部屋を退出していった。ハイドはわけがわからず、その様子に戸惑い、アノを見る。

　アノはハイドに近づくとタルトの載った皿を持ち上げてみせた。

「ハイドさま。こちらは私からのプレゼントです」

　ハイドは動揺し、タルトとアノを交互に見つめた。

「俺へのプレゼント……？」

「はい。このタルトは、私が……みんなに手伝ってもらいながら作りました。よければ食べていただけませんか？」

「だが、俺は甘いものが……。いや、せっかく作ってくれたのだ。いただこう」

　言いよどんだが、ハイドはまたイスに座り直した。

　アノはそのまま慣れない手つきでタルトを切り分けると小皿に載せてハイドの前に置いた。ポットには茶の葉が開いた紅茶が入っていたため、こちらもカップに注ぐ。

「すまないな、紅茶まで入れてもらって。……イチジクのタルトか。きれいだな」

　タルトを前にして、ハイドは感嘆の溜め息を漏らす。

　きつね色のタルト生地の上に、薄桃色のイチジクの実が均等に並んでいる。つや出しのために塗られたゼリーで、タルトは宝石のように輝いていた。

　ハイドがフォークを手に持ち、生唾を飲み込んだ。その音はアノにも聞こえるほど大きい。

（お、お口に合えばいいけれど……！）

　タルト生地はサクリとフォークによって音を立てて切り分けられ、ハイドの口に運ばれていった。ゆっくりと咀嚼する。

「おいしい……」

　ハイドは今までに見たことがないほど、頬を緩め、少年のように笑った。

　アノはその様子に驚いた。

　ハイドは慌てて口元を手で押さえる。

「す、すまない。俺は昔から無類の甘い物好きで……食べると顔の筋肉が緩くなってしまうのだ。君にはこの姿を見せたくなかったんだが……」

（もしかして、それが原因で隠れて召し上がっていたのかしら……？）

「わ、私は……どんな姿でも見せてほしいです」

「え……」

「甘いものを食べている姿だけじゃありません。どんな姿も見たいです。悲しいときも、つらいときも、隠さないで見せてほしいです。だって私たち、神さまの前でそう誓って結婚したじゃないですか……」

　ハイドはうろたえて、フォークを起き、アノに向き直った。

「どうしたんだ？　なにか俺の言動が不安にさせたか？」

　アノはふるふると首を横に振った。

「違います。……好きなんです。ハイドさまのことが」

「俺のことが？」

「そうです。ハイドさまがおっしゃっていた『好きなのに、切なくて苦しい』って言葉がずっと私の中でひっかかっていました。でも、ハイドさまを思って、プレゼントを考えて、タルトを作って……そのときに言葉の意味を理解しました。ハイドさまはプレゼントに喜んでくれるだろうか……好きって言ったら迷惑に思われないだろうか……。いろいろ考えて、とっても不安で……。食べてもらうまで切なくて苦しかったです」

　ハイドはイスから立ち上がり、アノを抱きしめた。

「そんなに俺のことを想ってくれていたのか……。とてもうれしかった。気持ちも、タルトも。本当に、ありがとう」

「よかった……本当によかったです」

「アノ……」

　抱きしめる腕の力が緩くなり、アノは顔を上げた。

　二人は、触れるだけのキスをして、終えるとアノはクスクスと笑った。

「すごく甘いキスですね」

　しかし、ハイドはアノを切なげに見つめ、再び抱き寄せる。

「アノの笑顔を見ると、胸が苦しくなる。俺はいまさらながら、いやがることをしないと言ったことを後悔している。今……俺はアノにもっと深く触れたくてたまらない」

　熱っぽい吐息がアノの耳にかかり、先ほどの楽しい雰囲気が緊張に変わっていく。

（もっと、深く……ということは、きっと体を重ねるということよね……）

　以前は、そのことを考えると痛みや恐怖を思い出し憂鬱な気分になった。后として仕方のないことだとわかっていても、割り切ることができなかった。

（不思議だわ……。私も、ハイドさまに触れたいし、触れられたい……。この人のことを、もっと知りたい）

「私も、ハイドさまに深く、触れられたい……です」

　アノが小さな声で呟くと、ハイドは軽くキスをして離れた。

　ハイドは片手で顔を覆い、アノと目を合わせない。ハイドの顔はリンゴのように赤く染まっていた。

「い、今はダメだ。また、アノを傷つけてしまうかもしれない」

　アノはハイドの照れた顔に驚いてしまったが、滅多に見ない表情に思わずクスリと笑った。ハイドは言葉を続ける。

「アノのことを大事に思っているんだ。だから、日を改めたい。……いやだろうか？」

　まだ赤い表情のハイドが真剣な声で言うので、アノは首を左右に振った。

「いやではありません。私はそんなふうに想ってもらえてうれしいです」

「そうか……。それなら、よかった。二人で、愛し合う約束の日を決めよう」

「約束の日、ですか。すてきですね」

　アノはほほ笑むと、ハイドも愛おしそうに目を細めた。

（私……こんなにも愛されているのね……）

　アノの胸の中に温かい気持ちが広がっていった。










第三章

二人の約束











　約束の日の午後、アノは知識を広げるためにさらなる勉強をしていた。

　最近では、国に関する資料をよく読み、歴史や農作物の出荷傾向などの知識を深めている。

　未だハイドには『王妃という役職を気負わなくてもいい』と言われているが、アノはそんなことを気にもとめなかった。

　この国に嫁いで、半年が過ぎていた。

　その間にアノは、使用人たちと距離を縮め、商人が馬車でやってきては関心を思った。知っていくうちに、国や人のことがどんどん好きになっていく。いつしかアノは、自分も国のためになにかできないかと考えるようになっていた。

　熱心に資料を読んでいると、掛け時計が鳴り響く。

「もうこんな時間なのね」

　アノは勉強をやめ、いそいそと片付けていく。

（今晩はハイドさまとの約束の日。勉強もほどほどにして準備をしなくては……）

　胸を高鳴らせ、湯浴みの準備をしていく。

　アノとハイドはタルトをきっかけに、想いが通じ合った。

　それから自然な流れで『世継ぎ』の問題が浮上した。

　普通であれば、気持ちが通じ合った夫婦なのだから、なにも話し合う必要はないのだが、初夜のこともあり身構えてしまっている。

　体を合わせる行為が痛かったと不安になっているアノと、これ以上彼女を傷つけたくないというハイドの優しさで二人の間に溝を作っていた。

　だからこそ、ハイドは約束の日を設けることによって、それを打破しようとした。少しでも、アノが怯えてしまわないようにと。

　そして、その日が今夜である。

　アノの心の奥に恐怖はない。

　ハイドが優しい人であることは十分理解しているし、もしもまた耐え難い痛みに襲われたとしても、彼なら途中でやめてくれると信じていた。

　それに知識に対して貪欲なアノが初夜に疑問を持たないはずがなかった。なぜあれほど痛むのか、不思議でたまらなかったのだ。

　あれから恋愛小説や官能小説を読んだが、どれも愛のあるすてきなものでなおさら首を傾げた。

　それから調べていく中で、どうやら初めてのアノにはもう少し時間をかけて愛し合う必要があったのではないかということに気付いたのだ。そのこともハイドと話し合い、お互い知識を深めていった。

　アノはバス用のアロマオイルを取り出し、ほほ笑む。それはハイドがアノにプレゼントしてくれたものだった。大事なときに使おうと心に決めていた。

（私たち、なんて堅苦しい夫婦なんだろう）

　しかしこれも、アノを大事に思うハイドの優しさゆえだ。その気持ちが、アノはとてもうれしかった。

　なにもかもが順調で、幸せだった。憂うことはなにもない。

　湯浴みの準備を終え、キャロルに手伝ってもらおうと思っていると、寝室の扉がノックされた。返事をすると顔を覗かせたのはキャロルだ。

　アノは笑みを向けたが、キャロルの表情は曇っている。すぐに異変に気付き、アノは心配になる。

「どうかしたの？　浮かない顔をして」

「アノさま宛に、お手紙が」

「私宛に……？　どなたから？」

「それが……差出人には『アノ』と書かれているんです」

　キャロルの言葉にアノは驚き目を瞠った。

「私？　私は自分宛に手紙なんて書いたりしないわよ」

「もちろんです。私も不思議で……。そもそもアノさまの名前を知るもの自体、ほとんどいません。同名も考えましたが……私は聞いたことがありません」

　アノも同意見であったが、心当たりが浮かんだ。

「……もしかして、お姉さま？」

　アノは急いで封を切った。

　冒頭は『アノ』から始まっていた。筆記もよく見るとユウリのものだとわかる。

（やっぱりお姉さまなんだわ……！）

　しかし、便せんに綴られていた内容は、指定された時間に裏門近くの茂みで今晩会えないか、というものだった。

『突然の連絡でごめんなさい。でも、私には時間がないかもしれないの。アノの顔が見たいわ』

　弱々しい文章にアノの心が不安になった。

「本当に、お姉さまかしら……。それに時間がないって、どういうこと？　お姉さまの身になにかあったのかしら？」

　想像すると悪いことばかりが頭の中を巡ってしまう。

　もともと、姉のユウリは人前で自分勝手な人間のように振る舞っていたが、アノには優しく接してくれていた。アノにとってユウリは大事な家族だ。『時間がない』という文面がアノの不安を膨らませた。

　アノはいやな考えを振り払うように、首を左右に振る。

「悩んでちゃいけないわ。いかなきゃ」

「アノさま……」

　心配そうに見つめるキャロルに、アノはほほ笑んだ。

「大丈夫よ。指定された時間は夕食後だもの。食後に抜け出して、少し会ってお話しするだけだから」

「それなら、私もついていきます！」

　キャロルの申し出にアノは首を縦に振らなかった。

「いけないわ。キャロルは城の中へいて、このことはハイドさまに伝えないでほしいの。もし、見つかりそうになっても、キャロルにフォローをお願いするわ。ハイドさまを心配させたくないから」

「……わかりました。くれぐれもご無理のないように」

「わかっているわ」

　アノはなんでもないようにほほ笑み、キャロルに湯浴みを手伝ってもらうよう頼んだ。

　しかし、心の中は不安でいっぱいであった。さきほどまでの幸せな気持ちはどこにもない。

（お姉さまのことを考えると、不安で仕方がないわ……。お姉さまの身になにかがあったらどうしよう）

　不安は結局、湯浴みをしても食事をとっても晴れることはなかった。むしろ緊張が増す一方で、食事も少し残してしまった。

　食事が終わり、メイドたちが部屋を出たことを確認してハイドが席を立つ。

「すまない、アノ。目を通しておきたい資料がある。約束のことは覚えているが、少し遅れる。寝室で待っていてくれないか」

「わかりました。お待ちしております」

（よかった。お姉さまと会う時間ができたのね。どうやって抜け出すか悩んでいたから……）

　アノはハイドにほほ笑んでみせたが、どこか弱々しかった。

「アノ、どうかしたのか？　体調でも悪いのなら、また別の日にでも」

　ハイドの優しい言葉に、アノは首を振る。

「いいえ、元気です。私、お待ちしていますね」

「わ、わかった。なるべく早く戻る」

　ハイドが出ていく姿を確認し、アノも部屋を出た。

　そのままランプ片手に裏門へ向かい、指定された場所を探した。

　城は高い城壁で囲まれている。手紙には場所と時間しか記されていなかった。どのようにして会うのか、話せるのか、まったく見当がつかないでいた。

　しかし、指定された場所の茂みを調べると、城壁にこぶしほどの穴があいていた。

（もしかして……これ？）

　アノはしばらく茂みに隠れて待つと、穴の向こう側でも光が揺らめいた。

　とっさに息を止めた。まだ、姉であるという確証が持てなかったからだ。

　しかし、アノにとって手紙はほぼ姉のものだろうとは思っていた。『アノ』という人物は表面上どこにも存在しないのだから。

　ただ、ほんの少しの可能性がアノを臆病にさせた。

　息を潜めているうちに、また穴の向こう側で光が揺れる。

「アノ……いるの？」

　その声はたしかに、姉のユウリであった。

「お姉さま……」

　声を出すと、穴から手が伸びてきた。

「そう、そうよ。よかったわ、手紙が無事に届いていたみたいで」

　アノは思わず手を握った。柔らかさや、指の細さに覚えがある。

「ええ、アノです。まさか会えるだなんて、思ってもみませんでした。一年も経っていないのに、もうずっと昔のように感じられます。手だけじゃなくて、お顔も見たいです」

　感極まったアノは少し涙声になっていた。

「今まで手紙の一つも出さなかったのに急に呼び出してごめんなさい。私もあなたの顔を見たいけれど……ごめんなさいね、体調が優れなくて顔色がよくないの。それよりもあなたは大丈夫なの？」

　ユウリの弱々しい声に、アノは困惑した。アノが知っているユウリは天真爛漫でいつも笑顔だったからだ。

「私は大丈夫ですが体調が優れないのに会いにきてくださったのですか？　それに、手紙にも時間がないって……」

「私のことはいいの。……それよりも大丈夫って言ったけど、ユウリとしてバレずに暮らせているの？　ずっとそのことが心配で会いにきたのよ」

「そのことなんですが……」

　問われて、アノは言いにくそうにことのあらましを説明した。

　結婚二日目で正体がバレてしまったことや、ハイドが優しい人だということ、今は想いが通じ合い仲むつまじいことを告げた。

　しかし、繋いでいたユウリの手が震えていた。

「どうしてそんな状況で平気に過ごしていられるの……？」

　話を聞き終えたユウリが発した一言にアノは戸惑う。聞き間違えとさえ思った。

「バレたことは仕方がないかもしれないわ。でも、一歩間違えば殺されていたかもしれないのよ」

　叱られて、アノは萎縮した。

「そ、そうかもしれませんが……。でもハイドさまはいい人で……」

「それだってどうかわからないでしょ」

「え……」

「いい人のフリをしているだけかもしれないわ。ハイドという男は策士よ。目的のためなら平気で人を駒のように使うような冷たい男。今もなにかをたくらんでいるのかもしれない。戦争だってあり得るわ」

　アノは言葉を失った。似た言葉を、ハイド本人から聞いたことを思い出したからだ。『でも、今は違う』とユウリに言いたかった。しかし、彼女の言葉ばかりがアノの頭に入ってきて、意見することができない。

　壁の向こうで、ユウリの溜め息が聞こえた。

「これについては私の方でも調べてみるわ。とにかく、あの男をあまり信用しないようにして」

「え……」

　ユウリの手がアノから離れていった。

「アノが嫁いでしばらくして、私も結婚したの。今はここからそう遠くない場所に住んでいるわ。今の私ならなにか力になれるかもしれない。いろいろ調べてみるから、それまでは無茶しちゃダメよ。私がなんとかしてあげるから」

　その声の後、穴の向こうの光は遠ざかっていった。

　アノは放心状態のまま、しばらくそこで立ち止まっていた。

（私、ハイドさまに利用されているかもしれないの？）

　ハイドのことをほんの少しでも疑うと、悲しさがこみ上げてくる。

　優しくしてくれたことも、想いが通じ合ったことも、嘘なのだとしたら……？

　うつろな目のまま、寝室に戻り、まだハイドが帰ってきていないことにアノは安堵した。

（よかった。ハイドさまが帰っていらっしゃらなくて。どんな顔で、なにを話せばいいかわからないもの……）

　ベッドで横になり、目をつむる。冷たいシーツが、アノの涙で濡れていく。

　そのまま眠り、朝まで起きなかった。




　翌朝、アノが目を覚ますと、ハイドの寝顔があった。

（私、昨日はあのまま寝てしまったんだわ……。大事な日だったのに……）

　しばらくして、ハイドの長いまつげが揺れると、ゆっくりと目を覚ました。目が合うと、ハイドは柔らかくほほ笑んだ。

「おはよう。昨日は戻るのが遅くなってすまなかった」

「いいえ……私こそ……。先に眠ってしまい申し訳ございません」

　ハイドが手を伸ばし、アノの頬に触れる。

「顔色がよくないな。目元も少し赤い。今日はゆっくり休んだ方がいいな。朝食もここで一緒にとろう」

　ハイドは変わらず優しく、アノのことを気遣ってくれる。それがアノにとってはつらかった。ハイドの優しさを疑ってしまう自分を恥じた。

　しかし、一度疑惑ができてしまうと、胸のモヤを払うことはなかなか難しい。

　ハイドが寝室を出た後、入れ替わるようにキャロルが入ってきた。

　アノの疲労した様子に、キャロルは心を痛めた。

「昨夜は、どうでしたか……？」

　キャロルの問いに、アノは思い出して涙を流す。

「たしかにあの手紙はお姉さまだったわ」

「それで、どのような用件だったのです？」

「それは……」

　涙がぽろぽろと溢れてくる。キャロルはベッドへ近づき、アノの背を撫でた。

「大丈夫です。落ち着くまで待ちますから……」

（泣き虫な私を、優しくなだめてくれるキャロル……。まるで昔に戻ったみたい……）

　涙を拭いて、アノはユウリが、ハイドを信用するなと言ったこと話した。

「私……自分が情けない。ハイドさまを信じたいって思うのに、お姉さまの言葉を心のどこかで信じてしまうの。私、どうしたらいいかわからないわ。だって、私にとってどちらも大事な存在だもの……」

　嗚咽するアノを、キャロルは力いっぱい抱きしめた。

「アノさまはがんばってます。誰よりもつらい思いをされたのに、優しくてたくましくて本当にすてきな方です。そして、ハイドさまも情の深いお方です。それはアノさまが何度も私に教えてくださったことではありませんか」

　キャロルの優しい言葉も、アノには響かない。しばらくの間、落ち着くまで背中を撫でてもらっていたが、疲れてそのまま寝てしまった。

　また目が覚めたときには、ハイドが心配そうにこちらを見つめていた。

「目が覚めたか。気分は……よくなさそうだな。今朝よりも目元が赤い」

　ハイドの指先が、アノの目元に触れる。

　アノはなんと答えてよいのかわからず黙っているとハイドが苦笑した。

「昨夜は本当にすまなかった。早く戻ろうとしたが、遅くなってしまった。よく眠っている姿を見ると起こせなくてな……。それでそんなに悲しませてしまったのか？」

「そういうわけでは……。ただ、少し体調が悪いだけで……」

「そうか……。それはすまなかった。俺も不安になってしまっていた。ゆっくり休むんだ」

「ありがとう……ございます」

　公務へと向かうハイドの背中を見送る。

（ハイドさまは、やっぱり優しい。思えば、お姉さまはハイドさまのことを好きになれなくて、縁談を拒否した。たしかに、少し無表情で、なにを考えているかわからないところもあるけれど、悪い人ではない。冷酷に見える部分はあるかもしれないけれど、それだって一番大事な国のためだもの。キャロルの言う通り、そばでハイドさまを見てきた私こそ、ちゃんと信じなければ……。なんとか、お姉さまの誤解を解くことができればいいのだけれど）

　たくさん泣き、少し時間が経ったことで、アノは冷静になれていた。

（それよりも今はハイドさまに今日のことを謝らないと。きっと、昨晩約束が守られなかったことに私が怒っていると思われているのだわ……）




　夕食は一緒にとり、このまま寝室へ移動するとアノは思っていた。

　しかし、ハイドは席から立つと、アノを心配するような視線を送った。

「今朝より調子はよさそうだが、あまり無理をせず、先に休んだほうがいい。申し訳ないが、俺はまだやることが残っている。書斎にいるからなにかあれば声をかけてくれ」

「……わかりました」

　引き留めて話をしたい気持ちもあったが、公務ならば仕方がない。寝室で待っていればいいと思い見送った。

　しかし、寝室で待っていたが、いくらたってもハイドは戻ってこない。

　いつの間にか窓の外では雨が降り始めていた。

　アノの心の中で不安が募る。

（私が一方的に距離を感じているだけかもしれないけれど、あまり時間を置くとよくない気がするわ……）

　そのとき、ハイドが『なにかあれば声をかけてくれ』と言っていたことを思い出した。

（話したいことがあるのだから、いってもいいかしら……）

　アノはベッドから出て、部屋を後にした。

　書斎の場所はわかるが、実際に入ったことは一度もない。思い立って出たはいいが、迷惑がられたらと思うと気弱になっていた。夜の城は薄暗く、それもよけいにアノの心を不安にさせる。

（悩んでいるうちに書斎前についてしまった……）

　緊張しながらも、扉をノックするとすぐに返事があった。

　アノが部屋を覗くように顔を出すと、薄暗い部屋にハイドがいた。書類が積み重ねられた机に向かうハイドの顔をランプが照らしている。ハイドが顔を上げ、アノと目が合うと柔らかくほほ笑んだ。

「アノ、か。どうかしたのか？」

「えっと……少しお話がしたくて……。今は迷惑ではありませんか？」

　ハイドは本を閉じてほほ笑んだ。

「ああ、大丈夫だ。そんなところにいないで、中に入ってくれ」

「はい。ありがとうございます」

　部屋に入り、扉を閉めると立て付けが悪いのかいやな音が鳴る。部屋に入りあたりを見渡した。

　広い書斎には壁一面に本棚が並べられ、分厚い本や資料が保管されている。

　中央にはソファとテーブルが置いてあり、そこへ座るように促された。

　机に置いていた一つしかないランプを、暗闇が怖いアノのために持ってきてテーブルの上に置いてくれる。

（資料がたくさん……。いつもここから持ってきてくださっていたのね）

　資料を保管している本棚は、ガラス扉に鍵がかけてあり、厳重に管理されていることがわかる。

（そうよね……。資料や歴史は国の大事な財産だもの。それを私に、いつも貸してくださっていたのよね。……誰にだって、貸すわけじゃない）

　頭の中で思考を巡らせているアノの姿を、ハイドは向かいのソファに座って眺めていた。アノの言葉を待っているようだ。

「あ……あの、ハイドさま。話がしたくて……ここまできました」

　ハイドはなにも話さず、黙って聞いている。

　窓の外の雨は激しさを増し、今にも雷が落ちそうな不吉さを漂わせている。

「昨夜のことは……怒っていません。私も、待たずに先に眠ってしまったから……。それに、今朝は、本当に体調が優れなかっただけです」

「そうか……。体はもう大丈夫なのか？」

「はい。誤解を解きたくて……寝室で待てずにきてしまいました。お仕事の邪魔をしてしまい申し訳ございません」

　ハイドは目を細めてほほ笑んで立ち上がる。

「邪魔だなんて思っていない。寝室からここまで、暗くて怖かっただろう？　話をするためにここまできてくれたことを思うとたまらなく愛しい。さあ、寝室まで一緒に戻ろうか」

「お仕事はよろしいのですか？」

「ああ。せっかく会いにきてくれたのに、一人で寝室に戻らせるだなんて、俺はそこまでひどくない」

（ハイドさまは変わらず優しい。会いにきて、ちゃんと誤解を解けてよかった。姉妹の問題で、不安になって幸せを台無しにしてしまうところだったわ……）

　立ち上がろうとしたアノであったが、ハイドが隣に座り、引き寄せられた。驚いてなにか言おうとした口を、ハイドの唇でふさがれる。

　突然のことに驚いたが、それよりもキスがうれしかった。アノはハイドの舌が入ることを受け入れ、舌を絡めると先ほどまでの不安が消えていく。

　唇が離れると、アノは思い切り抱きしめられた。

「話があると言われたとき、俺は正直戸惑った……」

　抱きしめられているため、アノはハイドの表情を見ることはできなかった。しかし、悲しそうな声色にアノの心は不安になっていく。なにも言えないでいるとハイドは続けた。

「てっきり、愛想を尽かされたのかと思ったぞ」

「そ、そんなこと、ありません！」

　アノは慌てて少し大きな声で抗議した。

「だが、泣いていただろう？　俺が不安にさせたのではないか？」

「それは……」

　アノは言いよどんでしまう。

　たしかに不安で泣いたがそれは約束を破られたからではない。

　だが、ユウリのことを伝えることはできなかった。アノは姉妹の問題にハイドを巻き込みたくないと思っていたからだ。

　しかし、歯切れの悪い返答はハイドの問いを肯定しているも同然だった。

「すまない……」

「何度も謝らないでください。たしかに、不安になって泣いてしまいましたが……そんなことで、愛想を尽かしたりしません。また……約束を取り決めましょう」

「そう言ってくれると、助かる。もう不安にさせたりしない」

「はい……」

　アノもハイドの体に手を回し、抱きしめかえした。

　ハイドはそれがうれしかったようで、アノの首もとに顔を埋める。

「さあ、次こそ寝室へ戻ろうか」

　アノを抱きしめたまま立ち上がり、床へ下ろす。

「はい」

　返事をしてアノはランプを持ち、ハイドと共に部屋を後にしようとした。アノがドアノブに触れ、回すも扉は押しても引いても開かない。

「開かない……？」

　アノの胸の中がざわついた。

　試しにハイドもドアノブをひねったが、まったく動かない。

（嘘……さっきは開いていたのに……）

　しかし、閉めるときに立て付けが悪かったことを思い出した。アノが無理矢理閉めたことで、壊れてしまったのかもしれない。

　ハイドは必死に扉を押したが、まったく開く様子はなかった。

　おまけに、書斎は三階にあり、窓から下りることもできない。夜は深く、使用人たちも起きてはいないだろう。

　なんとか開けようと躍起になるハイドを、アノは制した。

「すみません。私が閉めたとき、壊してしまったのかもしれません……。朝には使用人たちが見つけてくれると思います。夜が明けるまで待ちましょう」

　アノは、ハイドに無理をしてほしくなかった。

（無理矢理開けようとして、怪我でもしたら大変だもの……）

　ハイドは額の汗を拭い、溜め息をつく。

「わかった。……だが、扉が壊れてしまったのはアノのせいではない、気にするな」

　そう言ってソファに座ると、アノを引き寄せた。

「俺は明け方まで待つのはかまわないが、アノは怖くないか？」

　ハイドの体温や心音を感じると、アノの不安は少し和らいでいた。

「……平気です」

　会話は次第になくなり、二人寄り添っているうちに眠気が訪れ、うとうとする。

　アノも明かりを見つめ、目を閉じかけたそのときだった。

　ふと、ランプの光が消えた。

　突然の暗闇に、眠気は消えアノの心臓が激しく脈打ち始める。

　窓の外はひどい雨で、星も月もない。部屋は暗黒に飲まれ、アノは体をこわばらせた。

（怖い……）

　恐怖に堪えるため、口元を手で覆う。

「大丈夫か？　アノ」

　異変に気付いたハイドも目を覚まし、アノの背を撫でる。

「ラ、ランプが……」

　震える声で伝えると、ハイドがランプに手を伸ばした。

「油切れか。こんなときに……」

「ど、どうしましょう……」

　ハイドはアノの頬を両手で包んだ。

「アノ、俺を見ろ」

　目を凝らすとハイドの顔がうっすら見える。

「はい……見えます。すみません……取り乱してしまって」

「かまわない。暗闇が怖いということは聞いていたしな。まだ怖いか？」

「……」

　強がりは言えなかった。

　ハイドの服を握りしめたまま黙ってしまった。

「気にするな。怖いものは仕方ない」

　ハイドはそう言って、顔を近づけて軽く触れるキスをした。

「な、どうしてキスするんです？」

「気がまぎれるかと思ってな。現に大きな声がでた」

　声色から楽しんでいることがわかる。

（でも、たしかにハイドさまのおかげで怖さが和らいだわ）

「それとも、いやだったか？」

「そ……そういうわけでは」

「それなら、いいじゃないか」

　ハイドがもう一度キスをする。ついばむようなキスにハイドが楽しんでいることがわかり、アノはどんどん不思議な気持ちになってくる。

　開いた口から、ハイドの舌が滑り込んでくる。

「ん……っ」

　舌が絡められると、気持ちがよくてアノは体を震わせる。

（なんだか……不思議な感じ……気持ちよくってふわふわする）

　唇が離れていき、潤んだ瞳でハイドを見る。

（キスが終わって、名残惜しいって思うのも不思議だわ……）

　ハイドが、首筋を撫でる。

「どうだ、気はまぎれたか……」

「は……はい……」

「そんな顔をすると、ここで止まれなくなる」

　明るい声でごまかすようにハイドは言ったが、アノは服を握ったままうつむいた。

「まだ……キス、したいです」

「それは、誘っているととってしまうぞ」

　アノは答えなかった。

　ハイドが再び深くキスをする。キスをしながら、服を脱がされていく。

　唇から離れ、アノの首筋に音を立ててキスをする。時折、舌が這い、快楽で短く甘い声が漏れてしまう。

「止めるなら、今のうちだ」

　顔を上げたハイドに、自ら近づきキスをした。

　アノからする初めてのキスであった。

　離れて、黙っているとハイドは恥ずかしそうに視線をそらす。

「煽ったのはアノだからな。俺は……大事にしたくて……次に抱くならちゃんとしようと思っていたんだ。――って、約束を破っていたら意味ないな」

　ハイドは一人苦笑して、アノに向き直った。

　そうして切なそうにほほ笑む。

「なるべく、優しく抱く。痛かったら言うんだぞ」

「……はい」

　ハイドは返事を聞き、一糸まとわぬ姿のアノを抱き上げる。アノは驚き、落ちないようにハイドの首にしがみついた。

「少しでも明るい窓辺へ場所を移そう」

　そのままアノを窓辺にそっと下ろすと優しくキスをした。

「きれいだ、アノ」

　ハイドは呟くと、アノの太ももに指を這わせる。ハイドの低い声と優しい指先に、アノの下腹部は自然と潤む。

　ハイドによって太ももが開かれ、アノは恥ずかしさに震えながらも受け入れた。彼の指が花芽に触れると、電流のようなものが全身を巡り、アノは体を震わせた。

「あっ……ああ……」

　アノは身をよじったが、太ももを閉じることはできなかった。ハイドの手がそれを妨げていた。恥ずかしくも、触れられるたびに甘い声を上げてしまう。

　ハイドの長い指が秘部の中を何度も行き来した。

　敏感に反応してしまう。暗闇による恐怖は、もう頭の中にはなかった。

　彼の手つきは優しかった。

　秘部をまさぐる彼の二本の指は、ゆっくりと膣肉を押し広げ、時折指が別々に動き、アノを悶絶させた。しかし、達しそうになると指は引き抜かれ、アノはじれったいようなむずがゆさの中で悶える。再び挿入されるときには、ずっぷりと彼の指を受け入れる。もうすでに濡れそぼり、柔らかくなった秘部をハイドは執拗に愛撫し続けた。

　ハイドはアノの表情や体の動きから、どうすればよりよくなるか観察するように視線を送り続ける。

　窓の外は、いつの間にか雨があがり、明るいほどの満月が顔を出していた。アノの裸体を照らしている。それがまた、アノに羞恥の快楽を与えた。

「も……もう、苦しいです……」

　アノは涙ながらに、苦痛にも似た快楽に懇願した。

「だが、また痛んだりしないだろうか」

　心配そうな声色で告げた後、花芽にキスをすると、アノは条件反射のように体を震わせた。

「んっ……平気ですから……。どうか……」

「……わかった。移動しようか」

　ハイドはそう言うとアノを子どものように抱き上げ、ソファへ移動した。ソファの上へゆっくりと下ろすと、優しくキスをされる。

　ハイドはアノから離れると、服を脱ぎ始めた。

　窓から差し込む月明かりがハイドの裸体を照らし出していた。

　彫刻のように美しい体にアノは見とれた。鍛え上げられた肉体は余分な肉はなく、柔らかなアノとは対照的だ。

　裸になったハイドが、アノに覆い被さる。

「寒くはないか？」

　少し頭を上げればキスできそうな距離でハイドはほほ笑んだ。声色こそ優しかったが、呼吸は短い。艶っぽい表情にアノの胸は跳ねた。

「平気です……」

　先ほどから秘部にぴったりと熱いものが当たっている。

　それが、ハイドの陰茎であるとわかると、緊張と期待が渦巻く。

「痛かったら遠慮なく言ってくれ」

　切なげで、苦しそうにハイドはささやいた。今までじらされ続けたアノよりも、つらそうに声は震えている。

「……はい」

　返事を最後まで聞いてから、秘部へためらいがちに入ってくる。熱を持った陰茎は少し入っては、抜かれた。そうして少しずつ、進められていく。濡れそぼった秘部は、彼自身を待ちわびていたように受け入れた。

　膣肉を押し広げられることに、痛みはない。

「ん……ああっ……」

　か細いアノの甘い声が漏れる。

　壁を擦られる快感に、今までにないほど感じていた。抜き差しされるたび、アノの足の指に力が入る。それでもまだ、半分ほどしか入っていない。

「い、痛むか……？」

　ハイドは、身を起こし、耐えるように動きを止めた。

　アノにも彼が気遣ってくれていることがわかった。前戯のときから、自分を抑え、アノが気持ちよくなるように、痛くはないように尽くしてくれていた。

　ハイドの頬に汗が伝う。

（いつだって……私のことを大事に思ってくれているのね……）

　アノの胸の奥に、愛しさがこみあがってくる。

「痛みは……ありません。気持ちいい……です」

　ハイドを安心させるために、アノは柔らかくほほ笑む。

　しかし、ハイドは片手で汗を拭い深く呼吸をした。

「あ、煽らないでくれ……。また、ひどくしてしまいそうで怖い。傷つけたくないんだ」

　そう言うと、彼は再び覆い被さり、唇を重ねた。舌が進入し、アノもそれを受け入れて絡める。お互いを求め合うようなキスだ。

　キスを終えるとハイドは耳元で呟いた。

「優しくするから」

　秘部を押し開くように陰茎が入ってくる。指では届かない、深いところに押し入れられると少し痛みが走る。

「ん……」

　思わず、アノは眉を寄せた。

　しかし、痛いという言葉はハイドを傷つけてしまいそうで飲み込んだ。

「全部……入った……」

　アノを抱きしめながら、ハイドは息も絶え絶えに言った。アノの中は隙間なく埋まっている。

　ハイドは、耳元で笑う。

「はは……不思議だ。こんなにも誰かと、心も体も深く繋がれるなんてな……。大切だ、離したくないと思える」

「わ、私もです……。好きな人と繋がるって、こんなにも満たされるんですね……」

「俺もだ。……アノ、愛している」

　ハイドにキスをされると、アノは思わず反応してしまう。陰茎を締め付け、ハイドは苦しそうな表情をした。

「ゆっくり、動いてもいいだろうか……」

　アノは口元を押さえて頷いた。手で押さえていないと、もっと声が出てしまいそうだからだ。

　言った通り、ゆっくりと腰を動かし、アノの中でなにかを探すようにまさぐっていく。壁を擦られるだけでも快感に悶えるアノであったが、ふとある部分に触れられたとき、ひときわ大きな声が漏れた。

　柔らかくほぐされた秘部内で、硬く膨れ上がった部分を撫でられると、快楽がせり上がってくる。耐えるように、口元を押さえていた自らの指を噛んだ。

「アノ……それはダメだ」

　ハイドはゆるゆると腰を動かしながら、アノの手をとり指にキスをした。

「んっ……。ですが……声が……」

「声は……好きなだけ出すんだ。我慢しなくていい。気持ちいいなら、そう言ってくれ。俺はそのほうがうれしい」

「や……そんなっ」

　なじるように、執拗にアノの弱いところへこすりつけ、高めてくる。

　そのたびにアノは、高い声で何度も喘いだ。

　揺さぶられ、時折最奥に触れられ、擦りあげられる。

「だ、ダメ……ダメです……。気持ちよくって、私……っ」

　まだ知らぬ快楽に身をよじり、逃げ出したくなるが、ハイドのたくましい腕に抱かれ、何度も何度も突かれ、アノは達した。

　目の前が閃光でも走ったように白く光った。内部が痙攣し、陰茎をきつく締め上げると、ハイドも切なげな声を上げて、達する。

　どくどくとアノの中に温かいものが流れ込んでくる。

　抱きしめ合い、キスをして、自然とお互い笑みがこぼれた。

　ハイドがアノの額にキスをする。

「愛している」

「私もです。こんなに幸せなことが、人生にはあるんですね……」

　アノは涙を流し、ハイドの首もとに頬ずりした。

（この幸せを、大切にしなくちゃ……）




　翌朝、アノとハイドは使用人たちに助けられた。

　二人の絆は深くなったが、一方でアノの心には不安の雲が立ちこめていた。

　ユウリが言った『私がなんとかしてあげる』の言葉が忘れられなかった。

　唯一の手がかりは、現在は嫁いでいるという言葉だけだ。キャロルにも手伝ってもらい場所を調べたが、ハイドに隠れて調べなくてはならず難航していた。

　それから一週間が経ったある昼下がりのことであった。

　キャロルから手紙を渡された。

　差出人には『カイン・ロード』と書いてあり、辺境伯であるということしか知らず、会ったことはない。

　アノは不思議に思いながらも封を切った。

　文面にはユウリの夫であることが書かれていて、アノは目を丸くした。

　なんでも、ユウリは病に倒れ、うわごとのようにアノに謝りたいと言っているようだ。辺境伯はユウリを不憫に思い、王妃という身分も理解した上で会いに来ていただけないだろうかと書かれていた。

　アノは手紙を読み終え、動揺した。

（……やはりお姉さまは体調がよくないのね。辺境伯と結婚されていたことには驚いたけれど、お姉さまが会いたいと願っているのなら、私も応えたい）

　手紙を握りしめ、アノはハイドへ相談することを決意した。

　たった一人の姉妹が、苦しんでいるのなら会いにいきたい。

　アノにとって、ユウリは大事な家族だ。

（もし……会えなくなってしまったら、きっと一生後悔するわ……）

　アノは手紙を握りしめたまま、ハイドのいる書斎へ向かった。

　閉じこめられた事件から、真新しく取り替えられた扉をノックして、声が返ってきたことを確認するとドアノブをひねった。

　真剣な表情で入ってきたアノに、ハイドは驚いたようだ。

　アノは机に向かうハイドのもとへ近づき、頭を下げた。

「すみません、お仕事中に……」

　普段ならアノは仕事中に書斎へは訪れない。

　だからこそ大事な話だと思ったのだろう、ハイドは身構えた。

「どうしたんだ」

「実は……明日、姉に会いにいきたいのです」

　アノは手紙を見せ、見舞いにいきたい旨と目立たない馬車を貸してほしいということを伝えた。王族の馬車が通っては悪目立ちしてしまう。なにより、アノとユウリの顔はよく似ているのだ。へんな噂が流れてしまっては困る。

　話を聞いたハイドは深く頷いた。

「わかった。馬車と目立たない衣服も用意させよう。ただ、明日は俺もついていっていいだろうか？」

「ハイドさまもですか？」

　アノは驚き、目を瞠った。

「ああ。護衛を十分に付けることができないから心配だ。俺も変装し、馬車に乗ろう。アノを守るくらいならできるだろう」

「ですが……」

　戸惑うアノの手を、ハイドは握り、抱き寄せた。

「なにかがあってからでは遅いんだ。守らせてくれ」

「国王が一日不在でも大丈夫なのですか？」

「大丈夫だ。極秘の視察ということにしておく」

　ハイドの体温と鼓動が伝わってくると、書斎で抱き合った夜のことを思い出してアノは頬を染めた。

「わかりました……。ぜひ、お願いします」










第四章

想いを受け入れて











　翌日の早朝。

　裏門には装飾のない馬車が停まっていた。

　御者台には以前、ハイドが耳打ちをしていた門番が座っている。

「アノ、さあ、馬車に乗って」

　戸惑うアノの背をハイドがポンと押した。

「は、はい」

　急かされて、馬車に乗り込むとハイドは窓のカーテンを閉める。そのまま馬車の中に入っていたトランクの中から衣服を取り出すと、アノに手渡した。

「これに着替えて」

「え、は、はい……」

　ハイドの前で服を脱ぐのは未だに抵抗があったが、気持ちを読みとったかのように狭い室内で彼は背中を向けて着替え始めた。アノもそれを見ていそいそと着替える。その間に馬車は動きだした。

　着替え終え、カーテンを開け、窓の外を見ながらアノは二人分の衣服をたたみながらおかしそうに笑う。その様子を、ハイドは不思議そうに見つめた。

「どうしたんだ。急に笑いだして」

「ふふ、すみません。ハイドさまの手際があまりにもよくて笑ってしまったんです。なんだか二人こそこそと悪いことをしている気分です」

　馬車に乗るまで、アノの気持ちは落ちていた。

　手紙の意図を疑い、半面ではユウリの病状を心配した。

　だが、こんなときにも真剣に城を抜け出す計画を実行するハイドが頼もしくて、緊張の糸がほぐれたのだ。

「ああ……。まあ、手際はいいだろうな。今手綱を引いている従者は、俺の親友でもっとも信頼できるやつだ。子どものときはよく一緒に城を抜け出したよ」

「ハイドさまにもそういう時期があったんですね」

「あったさ。王族として生まれることの窮屈さは一通り味わったつもりだ」

　窓の外をハイドは眺めた。

（ハイドさまは、今までお姉さまに恨み言一つ漏らさなかった。それは、お姉さまの気持ちがわかるからなのかもしれないわ……）

　ハイドが視線に気付いて、アノにほほ笑みかける。

　その姿に、アノも自然とほほ笑みで返した。

（だからこそ、お姉さまには私から伝えなくてはいけないわ。ハイドさまは優しくていい方だと……）




　ロード辺境伯のところへ到着したのは昼すぎのことだった。

　のどかな田園風景に、ひときわ立派な屋敷が建っていた。

　赤い屋根に煉瓦でできた屋敷は、装飾の施された門扉を備える錬鉄の高い柵で囲まれている。

（ここにお姉さまがいるのね……）

　屋敷を見つめていると不安で胸がいっぱいになっていく。

　アノがハイドのもとへ嫁いだ後、ユウリは当時好きだと言っていた公爵家の相手と結婚するものだと思っていた。

（名前までは覚えていないけれど……辺境伯ではなかった。私が結婚した後、なにかあったのかしら……）

　アノが馬車から降りると庭にいたメイドと目があった。門に近寄り声をかける。

「すみません。こちらにアノ・ロード辺境伯夫人はいらっしゃいますか？」

　メイドは門を開け、アノとハイドを見て小首を傾げた。メイドの視線に、アノは慌ててうつむき、後ずさる。

（私とお姉さまの顔はよく似ている……。不審な目で見るのも仕方がないわ。せっかく身分を隠していたのに。これでは意味がないわね）

「失礼ですが奥さまのお知り合いですか？」

　返ってきたメイドの言葉に、アノは思わず顔を上げる。

（私が姉妹だとバレなかった……？）

　アノとユウリは、ハイドでさえ見分けられないほどよく似ていた。安堵から一気に緊張がほぐれる。

　鞄から手紙を取り出して差出人のところだけ見せた。

「カイン・ロード辺境伯より、お手紙をいただいたのですが」

　メイドは差出人の文字を見ると、納得したようで「少々お待ちください」と言って屋敷へ駆けていった。

（……なぜバレなかったのかわからないけれど、なんとかなりそうでよかったわ）

　しばらくするとメイドは戻ってきて頭を下げた。

「お待たせして申し訳ありません。どうぞ、お入りください」

　屋敷へ通され、メイドの後をついて歩き、豪華な客間へ案内された。促されるまま二人はソファに座る。

「しばらくこちらでお待ちください」

　メイドがそう言って退出するとアノは息をついた。

「……ハイドさま、私、お姉さまに会えると思うとうれしいのに、それ以上に不安なのです。もし、お姉さまになにかあったら……」

　堪えきれず、涙ぐんだ。

　アノの震える肩を、ハイドは抱き寄せる。

「アノ、大丈夫だ。どんなときも俺が一緒にいる」

「……ありがとうございます」

（ハイドさまがいてくださってよかった……。一人ではこの不安に耐えられなかったわ）

　ハイドの胸の中で静かに泣いていると、ドアがノックされた。アノは慌てて涙を拭う。返事をするとすぐに扉が開く。

　顔を覗かせたのは息を呑むほど美しい男性だった。

　若く見えるが、年齢はアノの父である国王とかわらないだろう。白い髪を腰まで伸ばし、背はハイドよりも高く、優しい顔つきをしている。装いや雰囲気から、アノは一目見て、この屋敷の主であるとわかった。

　アノとハイドが立ち上がると、男性は驚いた表情で部屋に入るなり片膝をついた。

「まさか、本当にいらしてくださるとは思いませんでした。それに、ハルネシアの国王がいらっしゃるとは……。カイン・ロードでございます。カインとお呼びくださいませ」

　頭を下げるカインに、ハイドは「顔を上げよ」と言葉をかけた。

「この格好を見ればわかるだろうが、今日の私は妻に付き添う夫だ。堅苦しいのはなしにしてくれ」

「かしこまりました」

　カインは立ち上がると、アノに優しくほほ笑んだ。

「アノさま、姉妹の事情は妻のユウリより聞いております。突然のお手紙、大変失礼いたしました。しかし、体調も悪化してしまい、夜中にあなたを想ってさめざめ泣くユウリを見ているのはつらかった。どうか無礼をお許しください」

　再び深く頭を下げるカインに、アノはうろたえた。

「頭を上げてください。それよりも、姉の容態はそれほど悪いのですか？」

　顔を上げたカインは、悲しそうに目を伏せた。

「私と結婚して一時的に回復した時期もあったのですが、心労もあるのでしょう。よく熱を出してうなされています。うわごとのように、あなたに謝りたいと言っていました。きっとアノさまのお顔を見て話すことができれば、少しは心が安まるのではないかと……」

「そう、なのですね……」

　アノはカインの言葉に肩を落とす。

（私が嫁いだ後も、そんなに心配をかけていたのね……。体を壊してしまうほどだなんて……）

　ユウリが突然訪問し、壁越しに再会したときアノは叱られた。体調が優れないにもかかわらず、心配で会いにきたと言ってくれた。思えば、ユウリはいつもアノのことを気にかけてくれていたのだ。

「姉に……会うことはできますか？」

「もちろんです。今日は調子がいいと聞いています。ぜひ顔を見せてあげてください」

　カインの申し出にアノは頷いた。

　客間を出て、ハイドと共にユウリの部屋へと案内される。カインが扉をノックすると、聞き覚えのある声が返ってきた。

「ユウリ、君にお客さまだよ」

　カインは扉を開き、優しい声で言った。

「私に？」

　ユウリの声が聞こえた後、アノは扉から顔を出した。

　窓から差し込む日の光が眩しく、アノは目を細める。逆光でよく見えないが、ベッドにユウリが座っていることはわかった。

「まさか……アノ？」

　声色からユウリが息を呑んだことがわかる。

　光に目が慣れてくると、アノは自分の目を疑った。

「お姉さま……？」

　よく見知ったユウリの顔半分が赤黒いあざに覆われていた。耳から頬にかけて広がる大きなあざだ。

「驚いたわ。まさかアノが屋敷まできてくれるなんて。……カインさまの仕業ね。といっても、私よりもアノのほうが驚いているみたいだけど」

　アノは戸惑いながら、あざから目を離せないでいた。よたよたとした足取りでベッドへ近づいていく。

「どうしたのですか……？　それに、その、お顔は……」

　ユウリは、一度扉の近くに立つカインを見つめると溜め息をついた。

「あなたが嫁いですぐ、私は原因不明の病にかかったわ。高熱が続いて、やっと収まったと思ったら、このあざだけが残ってしまったの。アノを私の身代わりにして私だけ好きな人と結ばれようとした罰だと思ったわ。このあざのおかげで、気味悪がられ婚約は破棄された。誰も私に見向きもしてくれなくなったわ」

「そんなことがあったのですね……」

　ユウリの話を聞いているとアノの胸は痛んだ。

（お姉さま、つらかったでしょうね。だからあのとき、あざがあったからお顔を見せてくださらなかったんだわ……）

　突然ユウリが会いにきた日、穴越しに顔を見せてほしいとアノは言ったが断られてしまったことを思い出していた。

　ユウリはあざのある頬を撫でる。

「でも、悲しいことばかりじゃなかったのよ。このあざのおかげでカインさまと結ばれた。誰にも相手にされない私に、以前から好きだったと告白してくれたの。ここでの生活は幸せで、楽しかった。でもね……アノのことを思うと、幸せも続かなかったわ」

「わ、私のせいですか？」

　慌てたアノに、ユウリはかぶりを振った。

「いいえ。私だけ幸せでいていいのかしらって。今もアノは私になりきって、つらい思いをしているんじゃないかって。そう思うと体調も悪くなってしまって……あなたの現状を知りたいという気持ちで、会える確信もないのに手紙を出して屋敷を飛びだしてしまったの。でも……それさえ、私の自分勝手な行動だったのね。結果的にあなたを悩ませてしまったんでしょう？」

　ユウリに言われ、アノは意味がわからず首を傾げた。

「あなたと会った次の日、ハイドさまにお手紙をいただいたわ。会っているところを門番に見られていたようね。手紙には私たちが入れ替わった事情を知ったことや、あなたを心から愛していることが綴られていた。それに……私を気遣う言葉もあったわ」

「ハイドさまが……？」

　アノが振り返ると、ハイドは申し訳なさそうにしていた。

「君があまりにもつらそうにしていたから詮索してしまった。勝手なことをしてすまない」

　ユウリと会った翌日、アノは疑心暗鬼に陥り、精神が不安定になっていた。それほどまでに、ハイドを心配させていたのかと思うとアノには責める気持ちになれない。

（私も……ハイドさまにお姉さまと会ったことを隠していたわ。だから心配させてしまった……）

「ハイドさま、謝らないでください。私も……相談しないでごめんなさい。結果的にハイドさまを不安にさせてしまった私が悪いんです……」

　ユウリは互いに謝るアノとハイドを見て、寂しそうにほほ笑んだ。そのままハイドと視線が合うと、ユウリは静かにベッドから出るとその場で頭を下げた。

　ユウリの手足は細く、体調不良のせいで食べられないのか痩せていた。しかし、頭を下げる立ち居振る舞いは、堂々としていて気品がある。

「ハイド・アルベルトさま、度々の無礼をお許しください。妹を身代わりにする計画を立てたのは私です。妹を塔から出してあげたいという気持ちもありました。ですが、私は好きな人と結ばれたいという身勝手な思いで、周りを巻き込んでしまったのです。すべては私が悪いのです。どんな罰も受け入れますわ」

　ハイドはそんなユウリを見据えていた。そうして、ゆっくりと口を開く。

「罰……か。それならば、ゆっくり療養してもらおうか」

「え」

　ユウリは思わず顔を上げた。

　ハイドの言葉の意味を理解できないとでもいうように、ただ見つめている。

「あなたが元気でいてくれないと、俺の妻が不安で仕方がないようだからな。それに……俺はあなたを責められない。俺は冷たい人間だった。結婚だって、世継ぎのためでしかなかった。しかし、俺はアノを知って変わった。虐げられても誰も恨まない健気なアノを幸せにしたいと思った。それが……俺の幸せにも繋がっていったんだ。あなたも、そんなに自分を責めないほうがいい。せっかく幸せを手にしたのなら、素直に受け取っていいんだ」

　ハイドの優しい言葉に、ユウリはさめざめ泣いた。アノはその背を撫で、ベッドへ腰かけるように誘導した。







　屋敷を出たのは日が落ちるころだった。

　姉妹の間で募る話もあったが、勧められた夕食を受けたことも遅くなった原因の一つだ。

　帰りの馬車の中で、アノとハイドは着替えをすませた後、向かい合って座る二人に沈黙が訪れた。

　お互いに隠れて動いていたことがわかって気まずくなってしまったのだ。

　揺れる馬車の中、ほぼ同時に口を開いた。

「ハイドさま」

「アノ……」

　アノは申し訳なさそうに「ハイドさまからどうぞ」と言った。

「さきほども言ったが、君の姉へ勝手に手紙を送ってすまなかった。俺が約束を破った次の日、どうしても腑に落ちない点が多くて探ってしまった」

「私こそ、すみません。どうしても姉妹の問題に、ハイドさまを巻き込みたくなくて……」

「アノ、隣に座ってもいいか？」

　ハイドの申し出を不思議に思いながら、アノは二人並んで座れるように席をつめた。

「どうぞ」

「すまないな、なぜだか突然触れたくなった」

　ハイドはそう言って、アノの隣へ腰かけた。

　狭い馬車の中では二人並んで座ると肩と肩がぶつかる。ハイドはアノを抱き寄せ、頭に頬ずりする。

「これからはもっとお互い話し合おう。夫婦なのに『巻き込みたくない』と言われるのは悲しい」

　普段クールで、二人きりのときには頼りになるハイドの弱気ともとれる発言にアノは驚き、かわいらしいとも思った。

「はい……。気を付けます」

「わかればいいんだ。――アノ」

　アノは顔を上げ、自然に目を閉じた。思惑通り、キスをされる。

　最近ではキスの頻度が増えていた。

　名前を呼ぶ声のトーンで、それがキスの合図だとわかる。

　触れるだけのキスを何度かして、ハイドはアノの額に自分の額をつけた。

「続きは、今夜ベッドでしてもいいだろうか」

　艶やかな、熱のこもった声でささやかれると、それだけでアノの体が期待する。

「……はい」

　消えてしまいそうなほど小さな声で返したが、ハイドはニヤリと笑って、もう一度ついばむようにキスをした。




　城へ戻るなり、メイドに湯浴みの準備を頼んだ。整うと、ハイドは恥ずかしげもなく「俺がアノを洗う」と告げる。

　寝室に隣接した簡易の浴室は初めて使うが、二人でも十分な広さがあった。アノはハイドの宣言通り体の隅々まで洗いあげられ、タオルに包まれてていねいに水滴を拭いてもらった。そのまま抱き上げられたとき、アノはさすがに抗議した。

「お、下ろしてください！　ベッドまで歩きます」

　足を軽くバタつかせてもハイドはびくともしない。アノの子どもっぽい仕草にハイドは喜んでいるようだった。

「いいや、今日は俺が世話を焼きたいんだ。先日約束を破ったお詫びがしたい」

　楽しげに話ながら、結局ベッドまで運ばれ、下ろされた。

　アノはそばに腰かけるハイドを見上げながら、少し照れる。

　浴室でさんざん裸を見たが、やはり慣れないでいた。

「それは、もういいじゃないですか」

　約束の代わりに、書斎で深く結ばれた。

　あのときは月明かりに照らされた裸体を見たが、今日は明かりの下でなにも隠すものをまとっていない。アノが思わず毛布を引き寄せると、ハイドがその手に触れた。

「寒いか？」

（寒くは……ないけれど……まじまじ見られるとやはり恥ずかしいわ……）

　嘘をつくこともできず、アノはそっぽを向いた。

　ハイドは手を離し、そのまま首もとに触れゆっくりとアノの体を撫でていく。

「寒いなら止めないが、そうではないのなら隠さないでほしい。アノのいろいろな表情が見たい」

　耳元でささやき、そのまま耳に音を立ててキスをする。

「あ……」

　声と、少しの愛撫だけでアノの体は結ばれた日のことを思い出し、期待でうずく。

「アノ……」

（キスだわ……）

　半ば条件反射のように目を閉じて、キスを受け入れる。舌を迎え入れ、絡め合う。彼の舌は性格をあらわすようにていねいで、優しい。口内の上をくすぐったかと思うと、歯列を撫で、舌を時折吸われる。

　キスを十分に味わった後、またアノは耳にキスをされた。

「アノ、愛している」

　アノが答えようとしたとき、ハイドのかさついた手のひらが胸を撫でた。そのまま優しく触れられたかと思うと、キスの愛撫が首もとに下り、そのまま胸の谷間に舌を這わせられた。

「あっ、あぁ……」

　胸の尖端が、触れられるのを待ちわびるが、ハイドの指は全体を優しく撫でるだけでもどかしい。そのまま指はへそを通り、足の付け根へ下りる。付け根を撫で、和毛には触れられない。

「んっ……」

　アノは身をよじったが、指はすぐに太ももへと移った。

　ハイドは腹にキスをして、時々甘噛みをする。ハイドの両手はアノの両太ももを撫でるだけだ。それだけでも十分に秘部は潤い、ハイドを待ちわびる。

　ハイドのキスが足の付け根へ達し、舌が這う。

「んっ……い、いやです」

「なにがいやだ？」

　ハイドは顔を上げ、愛撫をやめた。

　表情も、声色も楽しげだ。

（ハイドさまったら、さっきからわざと……）

「い、いやではないです。ですが、その……」

「その？」

「もっと……触れてほしいです」

　ハイドはそれを聞いて、うれしそうに喉をならした。

「どこを、とは聞かないでおこう」

　そのまま、ハイドは花芽にキスをした。思わずアノは体を震わせる。

　ハイドの中指が濡れそぼった秘部に触れ、ゆっくりと挿入される。以前のような抵抗はなく、すんなり指を受け入れた。

「つらくはないか？」

「は、はい……」

　うわずる声で答えると、ハイドはゆっくりと指を動かし始めた。押し広げるように上下に動かし、時折抜き差しする。膣壁を撫でほぐし、花芽を親指でいじる。硬くなった花芽の芯を擦られるたび、アノは悲鳴にもにた甘い声を発した。

　声を出すことを恥じらってはいられないほど、喘いでしまう。

　指の数が二本に増え、あっという間に高められてしまう。

「ぁっ……ダメ、ダメです……んっ」

　アノが乱れるたび、的確に気持ちのよいところを刺激し、簡単に達してしまった。

　しびれるような快感が抜けて、けだるさが残った。それに、一人だけ気持ちよくなってしまったむなしさも……。

「ど……どうして……私だけ気持ちよくするのですか……。私は一緒が、よかったです……」

　アノは、呼吸を整えながら言った。

　前回は、達する寸前で何度もおあずけを食らった。

　だからこそ、アノはハイドと一つになれたことがうれしかったのだ。

　ハイドは優しくほほ笑み、アノを起き上がらせて、自分の膝の上へ向かい合って座らせる。

「すまない。俺の手で気持ちよくなる君が愛しくてな」

　抱き寄せられると、アノの腹にハイドの熱い陰茎がくっついた。

　ハイドが耳にキスをする。

「アノさえよければ、今度は俺のことも気持ちよくしてくれるか」

　低い声でささやかれると、アノはそれだけでゾクゾクした。

「いったい、どのようにすれば……」

　アノはおどおどと言った。

　ハイドはねだるように、アノの腰を抱き引き寄せると腹に陰茎を押しつけた。

「腰を上げて、ゆっくりと入れてくれればいい」

「わ……私から、ですか？」

「ああ」

　アノは、悩んだがわからないなりに、言われた通り腰を上げるため一度立ち上がる。

「そのまましゃがんでくれ」

　ハイドの指示通り、アノはしゃがみ込む。すると秘部に陰茎をあてがわれた。

「膝で立って、腰を下ろすんだ」

「……こ、こうですか」

　再び、ハイドの膝に座るように腰を下ろすと陰茎がゆっくりと入ってくる。その速度が遅いほど、陰茎のかたちや、熱さを感じてしまう。

「はぁっ……あぁっ……」

　喘ぐアノを、ハイドは愛おしそうに見つめていた。

　最後まで陰茎を収めると、そのままぐったりとハイドに身を任せる。抱きとめられ、繋がっているだけで、アノは幸福に包まれる。

「幸せです……」

　ハイドの首もとに顔を埋め、アノはウットリとして呟いた。

「俺も幸せだ」

　抱き合い、肌を密着させる。

「アノ」

　キスを求める声にアノは応えた。

　キスをしながら、どちらともなく動き始め、求め合う。穏やかな動きで、お互いを想い合いながら動いていく。

「アノ、愛してるよ」

「私も、愛しています、ハイドさま」

　見つめ合い、二人は愛をたしかめ合った。








了












※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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